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4月1日号

タイヤケアホントの話【直観的タイヤ診断法】…３面／トラック運送事業者のための経
営のヒント 【トラガール増加への様々な努力】…６面／食の新旧街道を行く【お菓子の
道②「漆野いんげんの最上煮」】…７面

　本番組は、トラック運送業界の安全や環境等への取り組み
などを内外に広くPRするとともに、パーソナリティの宮崎瑠依
さんと皆川玲奈TBSアナウンサーが、車に関する話題や音楽
で全国のドライバーの皆さんの安全運行をサポートします。

・  4月の特別番組放送予定
4月  1日（金）　「平成28年春の全国交通安全運動」

国土交通省自動車局 安全政策課長  平井隆志氏

『ドライバーズ・リクエスト』放送中！（TBSラジオ系列全国33局ネット）全日本トラック協会
presents 4月の名言

プロイセン王国（ドイツ）の哲学者。ドイツ観念論哲学の祖。＜出典：ウェブサイト「有名人の名言・格言集」＞
イマヌエル・カント（1724.4.22〜 1804.2.12）

我が行いを見習えと、誰にでも言い得るよう行為せよ

6 ・��交通事故防止！！
わが社の取り組み

�　��㈱ヒルト（神奈川県）

7 ・��平成28年度�トラック運送
業界の変更点とトピックス

8 ・��国土交通省道路局特別寄稿
　「ETC2.0を活用した道路を　　
　　賢く使う取り組みについて」

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
�＜東日本大震災特集2016＞
事業再生への取り組み
東北沿岸部の運送事業者の事例
・㈱大興（青森県）

福島県内での除染作業等にも
積極的に参画している

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

3/15〜4/14  5956
4/15〜5/14  2080

　

同
セ
ン
タ
ー
旧
施
設
は
３

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
︒
こ
れ

ま
で
多
く
の
運
送
事
業
者
従

業
員
へ
の
教
育
・
研
修
が
行

わ
れ
て
き
た
︒

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
全
面

改
修
は
︑
研
修
事
業
の
充
実

と
事
業
の
拡
大
に
向
け
た
施

設
の
整
備
を
目
的
に
実
施
︒

26
年
４
月
に
地
鎮
祭
が
行
わ

れ
︑
順
次
改
修
工
事
が
進
め

ら
れ
て
き
た
︒

　

改
修
の
内
容
は
次
の
通
り
︒

①	

法
定
使
用
の
運
転
練
習
コ

ー
ス
へ
改
修

　

指
定
自
動
車
教
習
所
と
同

様
な
法
定
仕
様
コ
ー
ス
へ
の

改
修
を
実
施
︒
ま
た
︑
研
修

で
の
練
習
効
果
を
上
げ
る
た

め
に
︑
危
険
予
知
︑
回
避
訓

　
﹁
平
成
28
年
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
﹂
が
︑
４
月
６
日
㈬

～
15
日
㈮
ま
で
実
施
さ
れ
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑

中
央
交
通
安
全
対
策
会
議
交
通

対
策
本
部
決
定
の
推
進
要
綱
な

ら
び
に
国
土
交
通
省
策
定
の
実

施
計
画
に
基
づ
い
て
︑
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
て

事
前
の
準
備
を
働
き
か
け
︑
同

運
動
を
効
果
的
に
推
進
し
て
い

く
︒

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
︑
全
国

重
点
の
﹁
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
﹂
を
運
動
の
基

本
と
す
る
ほ
か
︑﹁
自
転
車
の

安
全
利
用
の
推
進
（
特
に
︑
自

転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
の

徹
底
）﹂︑﹁
後
部
座
席
を
含
め

た
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

練
の
た
め
の
す
べ
り
体
験
が

で
き
る
コ
ー
ス
や
︑
一
般
の

道
路
事
情
に
合
わ
せ
た
交
差

点
や
横
断
歩
道
な
ど
の
機
能

・
設
備
を
設
置
︒
中
型
︑
準

中
型
︑
大
型
等
免
許
取
得
支

援
研
修
で
の
練
習
効
果
の
向

上
が
期
待
さ
れ
る
︒

② 

宿
泊
棟
を
併
設
し
た
管
理

研
修
棟
の
建
設

　

研
修
室
を
増
設
し
た
ほ

か
︑
適
性
診
断
専
用
フ
ロ
ア

を
新
設
︒
診
断
機
器
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
室
を
増
設
す
る

な
ど
︑
研
修
施
設
の
充
実
を

図
っ
た
︒
ま
た
︑
受
講
者
の

利
便
性
向
上
や
管
理
徹
底
を

図
る
た
め
︑
宿
泊
棟
（
シ
ン

グ
ル
ル
ー
ム
26
室
）
を
再
建

し
た
︒

③ 

全
天
候
型
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

コ
ー
ス
、
実
技
研
修
棟
の

建
設

　

全
天
候
型
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
コ
ー
ス
を
新
設
︒
雨
天
時

や
夏
の
炎
天
下
で
の
受
講
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
︒

④
講
座
・
研
修
内
容
の
拡
充

　

な
お
︑
新
施
設
の
オ
ー
プ

ン
に
伴
い
︑
28
年
度
か
ら
は

﹁
新
入
社
員
向
け
﹂﹁
一
般

向
け
﹂﹁
リ
ー
ダ
ー
・
班
長

・
指
導
者
・
管
理
職
向
け
﹂

﹁
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
向

け
﹂
な
ど
︑
キ
ャ
リ
ア
別
の

講
座
が
ス
タ
ー
ト
︒
そ
れ
ぞ

れ
の
職
種
や
経
験
に
合
わ
せ

た
︑
充
実
し
た
内
容
の
研
修

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

ま
た
︑﹁
物
流
大
学
校
講
座
﹂︑

﹁
物
流
安
全
管
理
士
講
座
﹂

も
同
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ

る
︒

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
﹂
お

よ
び
﹁
飲
酒
運
転
の
根
絶
﹂
に

留
意
し
︑
さ
ら
に
︑
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
向
け
の
対
策
と
し
て
︑

①
安
全
運
行
の
確
保
②
車
両
の

安
全
性
確
保
③
事
故
情
報
等
の

収
集
に
よ
る
安
全
意
識
の
高
揚

④
広
報
活
動
の
推
進
︱
︱
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
む
︒

　

安
全
運
行
の
確
保
に
つ
い
て

は
︑
最
重
点
推
進
項
目
に
﹁
追

突
事
故
の
防
止
﹂﹁
交
差
点
事

故
の
防
止
﹂
を
掲
げ
て
い
る
ほ

か
︑
重
点
推
進
項
目
と
し
て
︑

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止
③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
④
飲
酒

運
転
の
根
絶
⑤
ト
レ
ー
ラ
事
故

の
防
止
⑥
高
速

道
路
に
お
け
る

事
故
の
防
止
⑦

﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
﹂

を
活
用
し
た
安

全
意
識
の
高
揚

⑧
健
康
起
因
事

故
の
防
止
⑨
過

労
運
転
の
防
止

⑩
危
険
ド
ラ
ッ

グ
の
根
絶
︱
︱

に
努
め
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
３
月
18
日
︑

前
日
に
広
島
県
東
広
島
市
の
山
陽
自
動
車

道
下
り
線
・
八
本
松
ト
ン
ネ
ル
内
で
発
生

し
た
追
突
多
重
衝
突
事
故
を
受
け
︑
星
野

良
三
会
長
名
に
よ
る
﹁
安
全
運
行
の
一
層

の
徹
底
に
つ
い
て
﹂
を
︑
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
と
各
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
宛
に
緊
急
通
達
し
︑
各
事
業
者
に
対

し
て
︑
取
り
急
ぎ
事
故
防
止
に
係
る
周
知

を
図
る
よ
う
要
請
し
た
︒
同
事
故
で
は
︑

ト
ン
ネ
ル
内
で
渋
滞
中
の
車
両
に
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
が
追
突
︑炎
上
し
︑２
人
が
死
亡
︑

71
人
が
負
傷
す
る
重
大
事
故
と
な
っ
た
︒

　

こ
の
事
故
を
受
け
︑
同
日
︑
国
土
交
通

省
は
全
ト
協
に
対
し
︑﹁
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
の
安
全
確
保
の
徹
底
に
つ
い
て
﹂

を
発
出
し
た
︒
通
達
で
は
︑
①
運
行
管
理

業
務
を
再
確
認
し
︑
安
全
確
保
の
原
点
に

立
っ
た
確
実
な
運
行
管
理
を
実
施
す
る
こ

と
⑴
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
事
業
用
自

動
車
の
運
転
者
の
勤
務
時
間
お
よ
び
乗
務

時
間
に
係
る
基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
⑵
確

実
に
点
呼
を
実
施
し
︑
道
路
の
状
況
︑
乗

務
員
の
健
康
状
態
︑
過
労
状
態
の
確
実
な

把
握
に
努
め
る
こ
と
⑶
運
行
指
示
書
を
作

成
し
︑
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
②
運
行

に
あ
た
っ
て
は
︑
車
両
の
点
検
整
備
を
確

実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
︑
乗
務
員
に
対

し
て
制
限
速
度
の
遵
守
を
は
じ
め
と
し
た

道
路
交
通
法
等
の
法
令
遵
守
の
徹
底
を
図

る
な
ど
︑
安
全
の
確
保
を
最
優
先
す
る
よ

う
関
係
者
に
徹
底
す
る
こ
と
︱
︱
に
つ
い
て

注
意
喚
起
を
行
っ
た
︒

　

な
お
︑
国
交
省
は
23
日
︑
今
回
の
事
故

に
つ
い
て
︑
特
別
監
査
に
よ
り
法
令
違
反

を
確
認
し
た
こ
と
や
︑
社
会
的
影
響
を
勘

案
し
︑特
別
重
要
調
査
対
象
事
故
と
し
て
︑

事
業
用
自
動
車
事
故
調
査
委
員
会
に
対
し

て
事
故
の
調
査
を
要
請
し
︑
同
委
員
会
は

同
日
︑
調
査
を
開
始
し
た
︒

　4月6日から実施される
「平成 28 年春の全国交
通安全運動」に併せ、『広
報とらっく』では折込ポスタ
ーを作成した（写真）。
　なお、同ポスターでは「追
突事故」「交差点事故」
に関するデータを掲載してお
り、トラックによる交通事故
防止に向けて活用していた
だきたい。
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追突
52.2％

交差点
（除く追突） 死亡事故件数

330件
（平成26年）

時の死亡事故
右折

右・左折時には歩行者・自転車に注意!

車間距離確保と
制限速度遵守の徹底を！

追突事故防止には… 高速道路での事故防止には…

●追突事故と交差点事故（除く追突）別の死亡事故の起こりやすさ

約5倍
死
傷
事
故
千
件
当
た
り
の

死
亡
事
故
件
数（
平
成
26
年
）

健康管理と
漫然運転防止の徹底を！

交差点事故の防止

全日本トラック協会では、「①追突事故の防止」「②交差点事故の防止」を最重点推進項目として
安全運行の確保に積極的に取り組みます。

全体 高速道路

平成28年

追突事故の防止 車間距離・制限速度・健康管理がポイント！

時の死亡事故
7割が歩行者9割が自転車左折

追 突
6.2

10

10 10

1
3

0

32.1

交差点－対歩行者

死亡事故件数
330件

（平成26年）

交差点－対自転車

148件

45％

97件
29％

49件
15％

48件
14％ 27件

8％

交差点－対その他

その他

出典：（公財）交通事故総合分析センター

出典：（公財）交通事故総合分析センター

追突
58件
18％

人対車両 1.3％
車両単独 3.8％

その他（車両相互）
7.6％

進路変更時衝突
11.3％

追越・追抜時衝突
5.0％

追突
71.0％

正面衝突 1.3％

人対車両 6.3％
車両単独 1.2％その他（車両相互） 8.9％

右折時衝突 
5.1％

左折時衝突 
5.8％

すれ違い時衝突 
1.3％

進路変更時衝突
 4.3％

追越・追抜時衝突
 4.0％

出会い頭衝突
9.6％

2

1

春の全国交通安全運動
4月6日　 ～15日水 金 まで

事業用トラックが第1当事者となる
交差点での対歩行者・自転車の
死亡事故（97件）は
追突事故（58件）の　　 倍1.7

19

5
2 2

6

自転車
8件

歩行者
21件

自転車
26件

歩行者
4件

歩行者
4件

事業用貨物自動車の事故類型別死傷事故件数の構成率（平成26年）

事故件数
17,801件
（平成26年）

交差点では特に高齢者に注意しましょう！

事故件数
1,704件
（平成26年）

春の全国交通安全運動
ポスターを今号に折込

清潔な雰囲気の食堂（管理研修棟1階）

自然光が差し込むエントランス法定仕様コースに改修された運転練習コース

充実の研修設備が整う管理研修棟

最新の機材が備わったCRT室（管理研修棟3階）
多目的ホールには最大184人が収容可能（管理
研修棟1階）

多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る

研
修
が
新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

安
全
運
行
の
一
層
の
徹
底
求
め
る

広
島
県
の
ト
ラ
ッ
ク
追
突
多
重
衝
突
事
故
受
け

愛知県トラック協会・中部トラック総合研修センター

施設・研修内容を全面刷新

平成28年

春の全国交通安全運動実施
４月６日～15日

　

平
成
26
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
︑
愛
知

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
小
幡
鋹
伸
会
長
）
が

管
理
・
運
営
す
る
中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
が
進
み
︑
昨
年

８
月
に
管
理
研
修
棟
が
︑
今
年
３
月
に
は

運
転
練
習
コ
ー
ス
と
実
技
研
修
棟
等
が
完

成
︒
平
成
28
年
度
か
ら
は
よ
り
充
実
し
た

内
容
の
研
修
が
ス
タ
ー
ト
す
る
︒

　

管
理
研
修
棟
内
に
は
︑
最
大
１
８
４
人

収
容
可
能
な
多
目
的
ホ
ー
ル
や
最
新
の
機

材
を
そ
ろ
え
た
Ｃ
Ｒ
Ｔ
室
︑
居
心
地
の
良

い
宿
泊
施
設
な
ど
を
整
備
︒
ま
た
︑
運
転

練
習
コ
ー
ス
も
大
き
く
改
修
さ
れ
る
な

ど
︑
快
適
な
環
境
の
中
で
思
う
存
分
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
め
る
施
設
と
な
っ
て

い
る
︒

中部トラック総合研修センター

所在地	 〒470-0207
	 愛知県みよし市福谷町西ノ洞21番地127
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2016.3.15—4.1

N
ew

s 2016.3.15—
4.1

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～歩行者保護編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶   横断歩道の手前から30メートル以内は、軽車両を除く他の車の
追い越しは禁止されているが、追い抜きは禁止されていない。
（ ○・× ）

❷    児童、幼児等の乗降のため停車している通学通園バスの側方
を通過しようとするときは、一時停止して安全を確認しなけれ
ばならない。（ ○・× ）

❸    横断歩道のない交差点やその付近で歩行者が横断していると
きは、その通行を妨げないようにする。（ ○・× ）

❹   安全地帯に歩行者がいないときは、徐行する必要はない。　
（ ○・× ）

❺    警察署長の許可を得て歩行者用道路を通行するときは、とくに歩
行者に注意して徐行しなければならない。（ ○・× ）

 （解答は７面）

　あなたは高速道路のトンネルに接近しています。前方を乗用車が
走行しています。この場面にはどのような危険がありますか。また、
危険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考え
てみましょう。

状 

況

〔第 74回〕「トンネル接近時」

（解説・7面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

３
月
28
日
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
内
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
登
録
サ
イ
ト

を
開
設
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
平
成
28
年

度
か
ら
の
新
た
な
人
材
確
保

対
策
と
し
て
︑
高
校
等
の
卒

業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
物

流
現
場
へ
の
職
場
体
験
（
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
推
進

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ

の
理
解
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
立
ち

上
げ
ら
れ
た
同
サ
イ
ト
で

は
︑
事
業
者
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
た
め
の

取
り
組
み
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
た
手
引
き
や
︑
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

例
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
︑

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
事

業
者
の
情
報
登
録
・
閲
覧
ペ

ー
ジ
を
設
置
（
写
真
）︒

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受

け
入
れ
が
可
能
な
事
業
者
が

同
サ
イ
ト
の
﹁
情
報
登
録
﹂

ペ
ー
ジ
に
必
要
な
情
報
を
記

入
す
る
と
︑
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
受
け
入
れ
情
報
が
高

等
学
校
等
で
検
索
で
き
る
仕

組
み
と
な
っ
て
お
り
︑
全
ト

協
で
は
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
や
全
国
高
等
学
校
長
協

会
︑
全
国
自
動
車
教
育
研
究

会
加
盟
校
へ
の
周
知
を
行
っ

て
い
く
︒

　

同
サ
イ
ト
へ
は
︑
全
ト
協

Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
画
面
の
特
設
バ

ナ
ー
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒
全
ト
協
で
は
︑

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

を
検
討
中
の
事
業
者
に
対
す

る
同
サ
イ
ト
の
活
用
︑
お
よ

び
実
施
予
定
事
業
者
に
対
す

る
情
報
登
録
を
強
く
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
で
は
︑
同

サ
イ
ト
登
録
後
︑
高
等
学
校

以
上
の
教
育
機
関
か
ら
３
日

間
以
上
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
受
け
入
れ
た
事
業
者
に

対
し
て
助
成
を
実
施
す
る
予

定
で
︑
詳
細
が
決
定
次
第
追

っ
て
発
表
す
る
と
し
て
い
る
︒

平
成
28
年
度
Ｇ
マ
ー
ク
実

施
内
容
な
ど
を
承
認

第
31
回
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
安
全
性
評
価
委
員
会

　

３
月
16
日
︑
第
31
回
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評

価
委
員
会
（
委
員
長
・
野
尻

俊
明
流
通
経
済
大
学
学
長
）

が
開
催
さ
れ
た
︒

　
﹁
平
成
27
年
度
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事

業
の
実
施
状
況
﹂
で
は
︑
弁

明
に
よ
る
追
加
認
定
︑
再
評

価
の
結
果
︑
自
主
返
納
に
つ

い
て
了
承
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

同
日
現
在
の
Ｇ
マ
ー
ク
認
定

事
業
者
は
︑
24
年
度
（
第
10

回
）
＝
２
９
８
８
事
業
所
︑

25
年
度
（
第
11
回
）
＝
３
７

５
１
事
業
所
︑
26
年
度
（
第

12
回
）＝
７
３
５
０
事
業
所
︑

27
年
度
（
第
13
回
）
＝
８
１

５
３
事
業
所
と
な
り
︑
合
計

２
万
２
２
４
２
事
業
所
と
な
っ

た
︒

　
﹁
28
年
度
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
の

実
施
﹂
で
は
︑
主
な
変
更
事

項
と
し
て
︑
社
会
保
険
（
28

年
４
月
分
ま
た
は
５
月
分
の

厚
生
年
金
保
険
料
）
の
納
付

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
書
類
の
添
付
を
義
務
付

け
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
︒

　

28
年
度
に
お
け
る
同
事
業

の
実
施
概
要
・
申
請
案
内
の

内
容
に
つ
い
て
は
︑
申
請
書

類
頒
布
期
間
＝
５
月
２
日
㈪

～
６
月
30
日
㈭（
土
・
日
曜
︑

祝
日
は
除
く
）︑
Ｗ
ｅ
ｂ
申

請
書
作
成
シ
ス
テ
ム
稼
働
期

間
＝
４
月
18
日
㈪
～
７
月
14

日
㈭
︑
申
請
受
付
期
間
＝
７

月
１
日
㈮
～
７
月
14
日
㈭
と

し
た
︒

　

ま
た
︑
Ｇ
マ
ー
ク
ス
テ
ッ

カ
ー
に
つ
い
て
︑
認
定
有
効

期
間
を
強
調
し
た
デ
ザ
イ
ン

へ
の
変
更
を
検
討
し
た
︒

　

続
い
て
︑
Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
つ
い

て
︑
27
年
度
は
新
た
に
21
台

が
追
加
さ
れ
︑
合
計
１
０
７

台
の
Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ト
ラ
ッ
ク
が
全
国
を
走
行
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
︒

人
手
不
足
解
消
の
た
め
の
中

継
輸
送
の
導
入
に
つ
い
て
中

間
報
告
を
実
施

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
・

第
２
回
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

　

３
月
23
日
︑
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
・
第
２
回
ワ

ー
キ
ン
グ
委
員
会
（
植
松
満

委
員
長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
平
成
27
年
度

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

・
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
の
活

動
と
し
て
︑
中
継
輸
送
の
導

入
お
よ
び
検
討
事
例
に
対
す

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
に
つ

い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

同
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
は
︑

28
年
３
月
に
特
別
積
合
せ
事

業
者
４
社
に
対
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
︒
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

を
務
め
る
㈱
日
通
総
合
研
究

所
経
済
研
究
部
の
大
島
弘
明

担
当
部
長
が
︑
①
幹
線
区
間

の
運
用
状
況
と
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
へ
の
現
状
の
対
応
②
中

継
輸
送
の
パ
タ
ー
ン
別
実
施

状
況
と
課
題
︱
︱
に
つ
い
て

調
査
の
中
間
報
告
を
行
う
と

と
も
に
︑
各
中
継
輸
送
方
式

に
つ
い
て
コ
ス
ト
な
ど
に
関
す

る
比
較
を
行
い
︑
貨
物
と
時

間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
点
呼
の

仕
組
み
の
見
直
し
︑
コ
ス
ト

面
や
保
険
の
適
用
等
と
い
っ

た
導
入
へ
の
課
題
点
を
挙
げ

た
︒

　

今
後
︑
今
回
各
委
員
か
ら

挙
が
っ
た
意
見
を
反
映
し
つ

つ
事
業
者
へ
の
さ
ら
な
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
重
ね
︑
５
月
～
６
月
ご

ろ
を
め
ど
に
最
終
結
果
の
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
︒

　

ま
た
︑
昨
年
４
月
に
貨
物

事
故
削
減
対
策
チ
ー
ム
が
取

り
ま
と
め
た
﹁
外
装
異
常
貨

物
事
故
に
よ
る
荷
受
け
拒

否
﹂
対
策
に
つ
い
て
︑
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
︒

第
23
期
物
流
大
学
校
講
座

修
了
式

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
小
幡
鋹
伸
会
長
）
は
３
月

12
日
︑
第
23
期
物
流
大
学
校

講
座
修
了
式
を
行
い
︑
64
人

の
受
講
者
に
修
了
証
書
を
授

与
し
た
︒
今
回
の
認
定
で
︑

愛
知
県
ト
協
の
物
流
大
学
校

が
輩
出
し
た
物
流
経
営
士
・

物
流
経
営
管
理
士
は
︑
合
計

１
２
４
３
人
と
な
る
︒

　

式
で
は
︑
小
幡
愛
知
県
ト

協
会
長
が
﹁
講
座
で
得
ら
れ

た
も
の
を
今
後
︑
十
分
に
活

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒
４

月
か
ら
は
中
部
ト
ラ
ッ
ク
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
が
開
所
と

な
る
の
で
︑
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
﹂
と
あ
い
さ

つ
し
た
︒

　

続
い
て
受
講
生
に
修
了
証

書
︑認
定
証
書
が
授
与
さ
れ
︑

成
績
優
秀
者
の
表
彰
が
行
わ

平
成
27
年
度
優
良
ド
ラ
イ

バ
ー
認
定
式
を
開
催

岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

れ
た
︒
そ
の
後
︑
修
了
記
念

品
と
し
て
︑
受
講
者
か
ら
愛

知
県
ト
協
に
桜
の
木
が
贈
呈

さ
れ
た
︒

　

物
流
経
営
管
理
士
と
は
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
員
以
外
の
物
流
大
学
校
講

座
修
了
者
に
︑
愛
知
県
ト
協

が
認
定
す
る
資
格
︒

（
田
口
義
隆
会
長
）
は
３
月

23
日
︑
平
成
27
年
度
優
良
ド

ラ
イ
バ
ー
認
定
式
を
開
催
し

た
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
名
代
と

し
て
︑
岐
阜
県
ト
協
の
清
水

豊
太
郎
交
通
事
故
防
止
対
策

委
員
長
が
岐
阜
県
警
察
本
部

の
伊
藤
善
弘
交
通
企
画
課
長

か
ら
認
定
証
を
受
け
取
っ
た

（
写
真
）︒

　
﹁
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
認
定

制
度
﹂
は
︑
平
成
26
年
度
に

岐
阜
県
ト
協
と
岐
阜
県
警
察

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の

で
︑
認
定
式
は
今
年
で
２
度

目
の
開
催
︒
今
回
は
︑
昨
年

度
の
更
新
推
薦
者
８
３
７
人
︑

今
年
度
の
新
規
推
薦
者
１
９

４
人
の
計
１
０
３
１
人
が
優

良
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
認
定

さ
れ
た
︒

環
境
対
策
啓
発
品
を
作
成

・
配
布

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
森
本
万
司
会
長
）
は
︑
環

境
対
策
啓
発
品
１
０
０
０
個

を
作
成
し
︑
会
員
事
業
所
の

ほ
か
︑
行
政
機
関
お
よ
び
関

係
機
関
・
団
体
に
配
布
し
た
︒

　

奈
良
県
ト
協
で
は
︑新
・
環

境
基
本
行
動
計
画
に
基
づ
い

て
定
め
た﹁
３
つ
の
標
語
﹂（
①

﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
徹
底
し

よ
う
﹂
②
﹁
ア
イ
ド
リ
ン
グ

・
ス
ト
ッ
プ
を
徹
底
し
よ
う
﹂

③
﹁
騒
音
の
少
な
い
運
転
を

励
行
し
よ
う
﹂）
を
掲
げ
︑

環
境
対
策
へ
の
自
主
的
な
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
︒

　

今
回
作
成
し
た
啓
発
品

は
︑
吉
野
の
森
林
を
背
景
に

﹁
３
つ
の
標
語
﹂
を
印
字
し
た

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
と
︑
奈
良

県
の
特
産
品
で
あ
る
吉
野
杉

で
作
ら
れ

た
箸
５
膳

と
箸
置
き

の
セ
ッ
ト

を
同
梱
し

た
も
の
と

な
っ
て
い

る（
写
真
）︒

（
４
月
１
日
〜
４
月
30
日
）

▽
４
月
３
日

・
正
副
会
長
会
議

▽
４
月
14
日
・
15
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会

議
▽
４
月
18
日
〜
21
日

・
平
成
28
年
度
新
規
採
用
職
員

研
修

半
数
を
占
め
る
追
突
事
故
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

同
省
で
は
︑
事
故
の
削
減

へ
向
け
︑
購
入
補
助
を
は
じ

﹁
第
10
次
交
通
安
全
基
本

計
画
﹂
を
策
定

先
端
技
術
の
活
用
推
進
等
に

よ
り
交
通
事
故
減
少
へ

　

政
府
の
中
央
交
通
安
全
対

策
会
議
（
会
長
・
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
）
は
３
月
11

日
︑
政
府
と
し
て
今
後
５
年

め
と
し
た
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
装
着
車
の
普
及
促
進

の
た
め
の
取
り
組
み
を
今
後

も
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

間
の
我
が
国
の
交
通
安
全
に

関
す
る
総
合
的
な
施
策
を
ま

と
め
た
﹁
第
10
次
交
通
安
全

基
本
計
画
﹂
を
定
め
た
︒

　

平
成
27
年
中
の
交
通
事
故

に
よ
る
死
者
数
が
増
加
し
た

こ
と
︑
ま
た
近
年
安
全
不
確

認
や
脇
見
運
転
等
の
安
全
運

転
義
務
違
反
に
起
因
す
る
死

亡
事
故
の
割
合
が
相
対
的
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

交
通
事
故
が
起
き
に
く
い
環

境
づ
く
り
の
必
要
性
を
指

摘
︒
こ
う
し
た
環
境
を
実
現

さ
せ
る
た
め
︑
①
不
注
意
等

の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
や
身
体

機
能
の
低
下
な
ど
︑
人
に
起

因
す
る
事
故
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
を
主
眼
に
︑
先
端

技
術
に
よ
っ
て
運
転
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
様
々
な
シ
ス
テ
ム

の
開
発
・
普
及
②
交
通
実
態

等
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
な

対
策
の
推
進
③
地
域
ぐ
る
み

の
交
通
安
全
対
策
の
推
進
︱

︱
に
取
り
組
む
こ
と
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
本
計
画
で
は
︑
32

全
ト
協
に
警
備
協
力
を
要
請

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

開
催
等
に
伴
い

　

警
察
庁
は
３
月
30
日
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
︑

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
（
５
月

26
︑
27
日
）
等
開
催
に
伴
う

警
備
協
力
に
つ
い
て
要
請
し

た
（
関
連
記
事
７
面
）︒

年
ま
で
に
道
路
交
通
事
故
年

間
死
者
数
を
２
５
０
０
人
以

下
に
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
︒

　

全
ト
協
へ
の
個
別
要
請
事

項
と
し
て
は
︑
①
宅
配
貨
物

受
付
時
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

強
化
②
不
審
貨
物
発
見
時
の

警
察
へ
の
通
報
連
絡
の
徹
底

③
自
動
車
検
問
等
警
戒
警
備

活
動
に
対
す
る
協
力
︱
︱
に

つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ

る
よ
う
求
め
た
︒

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー

キ
の
事
故
削
減
効
果
を

報
告

中
部
運
輸
局

　

国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局

交
通
政
策
部
・
自
動
車
技
術

安
全
部
は
２
月
29
日
︑
管
内

10
社
の
貨
物
運
送
事
業
者
所

有
車
両
約
６
１
０
０
台
に
関

す
る
分
析
調
査
結
果
を
発
表

し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
平
成
25

年
度
か
ら
27
年
12
月
末
ま
で

の
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

を
装
着
し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
追
突
事
故
発
生
率
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
︑
非
装
着
車
の

追
突
事
故
発
生
率
が
０
・
72

％
で
あ
る
の
に
対
し
︑
装
着

車
は
０
・
22
％
で
︑
衝
突
被

害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
に
よ
り
追

突
事
故
発
生
率
が
３
分
の
１

と
な
る
効
果
が
認
め
ら
れ
た

と
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

お
け
る
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ

ー
キ
の
普
及
が
今
後
全
国
的

に
さ
ら
に
進
む
こ
と
に
よ
っ

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
事
故
の
過

平
成
28
年
度
引
越
事
業
者
優

良
認
定
制
度
説
明
会
開
催

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム

　

利
用
し
た
配
信
開
始

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
平
成
28
年
度
の

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度

（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）
説
明

会
に
つ
い
て
︑
①
北
海
道
・

東
京
・
愛
知
・
大
阪
・
福
岡

で
の
説
明
会
②
東
京
（
全
ト

協
）
で
開
催
す
る
説
明
会
を

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
各
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
配

信
︱
︱
の
２
つ
の
形
態
で
開

催
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
︒

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
表
の

通
り
︒

　

申
し
込
み
等
詳
細
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
所
属
す

る
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

ま
で
︒

　

同
説
明
会
は
︑
４
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
︑

制
度
の
内
容
や
申
請
方
法
に

つ
い
て
全
ト
協
担
当
者
が
説

明
す
る
︒
な
お
︑
28
年
度
の

申
請
受
付
は
︑
８
月
１
日
の

開
始
を
予
定
し
て
い
る
︒

表 平成 28 年度引越事業者優良認定制度
申請等に係る説明会 開催日一覧

開催日 対　象 会　場

4月25日㈪ 全国・関東ブロック① 全日本トラック協会※

5月11日㈬ 九州ブロック 福岡県トラック協会

5月13日㈮ 北海道ブロック 北海道トラック協会

5月16日㈪ 近畿ブロック 大阪府トラック協会

5月17日㈫ 中部ブロック 愛知県トラック協会

6月7日㈫ 全国・関東ブロック② 全日本トラック協会※

※TV会議システムを利用して全国へ配信

新
卒
者
確
保
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
登
録
サ
イ
ト
開
設

事
業
者
へ
の
情
報
登
録
呼
び
か
け

第31回貨物自動車運送事業安全性評価委員会
（３月16日、全ト協）

64人の受講者に修了証書などが授与された

現
在
、
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
画
面
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
サ
イ
ト
の
バ

ナ
ー
を
掲
出
中

物流ネットワーク委員会・第2回ワーキング委員
会（３月23日、全ト協）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2016.3.15—
4.1

　

ト
ラ
ッ
ク
車
両

に
装
着
さ
れ
た
タ

イ
ヤ
を
目
視
点

検
す
る
時
︑﹁
タ

イ
ヤ
作
業
の
プ
ロ
は
ど
の
部
分
に
最
大
の
注
意

を
払
っ
て
い
る
の
か
？
﹂
と
問
え
ば
︑
お
そ
ら

く
ほ
と
ん
ど
の
場
合
︑﹁
左
の
前
輪
タ
イ
ヤ
﹂

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
︒

　

前
輪
タ
イ
ヤ
は
︑
ハ
ン
ド
ル
操
作
に
よ
っ
て

ね
じ
ら
れ
︑ハ
ン
ド
ル
を
回
す
頻
度
が
多
い
と
︑

ゴ
ム
が
変
形
し
て
︑
タ
イ
ヤ
の
偏
摩
耗
が
増
大

し
て
い
き
ま
す
︒
特
に
左
の
前
輪
タ
イ
ヤ
は
︑

交
差
点
の
左
折
時
︑
横
断
歩
道
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
︑
ほ
ぼ
止
ま
っ
た
状
態
で
ハ
ン
ド
ル
を
大

き
く
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
︑
右
折
時

に
比
べ
︑
ゴ
ム
の
変
形
が
３
倍
︑
４
倍
に
増
え

も
十
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
﹂
と
い
う
よ
う

に
︑
タ
イ
ヤ
の
目
視
点
検
時
は
﹁
か
も
し

れ
な
い
分
析
﹂
を
し
な
が
ら
︑
全
て
の
タ

イ
ヤ
を
点
検
し
て
い
き
ま
す
︒

　

点
検
は
左
の
前
輪
タ
イ
ヤ
か
ら
始
ま
り
︑
次
は

左
の
後
輪
タ
イ
ヤ
か
ら
右
の
後
輪
タ
イ
ヤ
へ
と
︑

反
時
計
回
り
に
移
動
し
ま
す
︒
後
輪
車
軸
が
ダ
ブ

ル
タ
イ
プ
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
︑
後
輪
タ
イ
ヤ
４

本
の
摩
耗
具
合
が
均
一
か
ど
う
か
確
認
し
ま
す
︒

そ
し
て
最
後
に
右
の
前
輪
タ
イ
ヤ
を
見
て
︑
そ
の

車
両
の
タ
イ
ヤ
ケ
ア
・
レ
ベ
ル
を
割
り
出
し
ま
す
︒

　

私
の
場
合
は
︑
３
段
階
（
３
点
満
点
）
で
評
価

し
︑﹁
１
﹂
と
判
断
し
た
時
に
は
︑
も
う
一
度
同

じ
回
り
方
で
点
検
し
︑
今
度
は
タ
イ
ヤ
の
接
地
部

と
側
面
を
重
点
的
に
診
ま
す
︒

　

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
低
下
し
た
状
態
で
長
い
期

間
走
行
す
る
と
︑
タ
イ
ヤ
全
体
が
車
両
重
量
に
耐

え
き
れ
ず
︑
タ
イ
ヤ
内
部
の
構
造
に
傷
み
が
生
じ

ま
す
︒
特
に
夏
場
は
︑
暑
さ
で
タ
イ
ヤ
が
熱
膨
張

ま
す
︒

　

ま
た
︑
道
路
の
構
造
は
と
い
う
と
︑
雨
水
が
排

水
溝
へ
流
れ
る
よ
う
︑
路
肩
に
近
い
部
分
が
左
に

傾
斜
し
て
い
ま
す
︒
路
肩
に
近
い
側
を
走
行
す
る

左
の
前
輪
タ
イ
ヤ
は
︑
路
面
に
対
し
て
垂
直
に
接

地
で
き
な
い
こ
と
か
ら
︑
タ
イ
ヤ
位
置
の
中
で
ダ

ン
ト
ツ
に
傷
み
や
す
い
﹁
急
所
﹂
な
の
で
す
︒

　

つ
ま
り
︑
左
の
前
輪
タ
イ
ヤ
を
パ
ッ
と
見
れ
ば
︑

タ
イ
ヤ
の
管
理
情
報
が
簡
単
に
把
握
で
き
て
し
ま

う
の
で
す
︒
タ
イ
ヤ
接
地
面
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
デ
コ
ボ

コ
し
て
い
た
り
︑
点
検
者
か
ら
最
も
見
え
や
す
い

手
前
の
溝
（
外
側
の
タ
イ
ヤ
溝
）
だ
け
大
き
く
消

失
し
て
い
た
り
す
れ
ば
︑﹁
タ
イ
ヤ
の
位
置
交
換
が

さ
れ
て
い
な
い
車
両
﹂
と
即
断
で
き
ま
す
︒
さ
ら

に
そ
こ
か
ら
︑﹁
タ
イ
ヤ
の
位
置
も
交
換
し
て
い
な

け
れ
ば
︑（
お
そ
ら
く
）
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
点
検

し
て
い
く
の
で
︑
タ
イ
ヤ
接
地
部
に
異
常
な
膨
ら

み
が
で
き
た
り
︑
タ
イ
ヤ
側
面
に
小
指
程
度
の
腫

れ
が
見
ら
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
︑

タ
イ
ヤ
ケ
ア
・
レ
ベ
ル
が
低
い
と
判
断
し
た
時
は
︑

徹
底
的
な
目
視
と
触
診
が
必
要
に
な
り
ま
す
︒

　

タ
イ
ヤ
ケ
ア
・
レ
ベ
ル
﹁
２
﹂﹁
３
﹂
の
状
態
の

解
説
に
つ
い
て
は
割
愛
し
ま
す
が
︑
走

行
中
に
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
が
バ
ー
ス

ト
し
て
立
ち
往
生
す
る
車
両
を
見
て
い

る
と
︑
タ
イ
ヤ
ケ
ア
・
レ
ベ
ル
﹁
１
﹂

に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
︑
そ

の
異
常
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
努
力
し

て
い
ま
す
︒
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
か

ら
夏
用
タ
イ
ヤ
へ
履
き
替
え
た
時
も
同

様
に
︑
今
ま
で
負
荷
を
与
え
て
い
な
か

っ
た
夏
用
タ
イ
ヤ
に
車
両
重
量
が
急
に

掛
か
る
こ
と
を
考
慮
し
︑
装
着
完
了
後

は
タ
イ
ヤ
ケ
ア
・
レ
ベ
ル
﹁
１
﹂
扱
い

に
し
て
︑
車
両
を
送
り
出
し
ま
す
︒

　

こ
れ
が
タ
イ
ヤ
作
業
の
プ
ロ
が
よ
く

使
う﹁
直
観
的
タ
イ
ヤ
診
断
法
﹂で
す
︒

第
59
回 

「
直
観
的
タ
イ
ヤ
診
断
法
」

載
器
を
購
入
し
て
助
成
を
希

望
す
る
場
合
は
︑
車
載
器
管

理
番
号
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
カ
ー
ド
取
扱
窓
口
に
届

け
出
る
必
要
が
あ
る
︒
車
載

器
管
理
番
号
を
元
に
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
務
局
が
助
成
対
象

と
な
る
車
両
を
確
認
し
︑
６

月
以
降
を
め
ど
に
︑
順
次
Ｅ

Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド

契
約
者
に
助
成
手
続
き
を
書

面
で
案
内
す
る
︒

　

同
封
の
請
求
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
︑返
送
す
る
と
︑

後
日
︑
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務

局
か
ら
指
定
の
振
込
先
に
助

成
額
が
振
り
込
ま
れ
る
︒

　

事
業
協
同
組
合
の
組
合
員

が
助
成
対
象
者
の
場
合
︑
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
の
契
約

者
で
あ
る
協
同
組
合
に
案
内

し
た
上
で
︑
組
合
の
口
座
に

助
成
金
が
振
り
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
︒

大
型
車
誘
導
区
間
を
追
加

港
湾
と
の
直
結
図
る

　

国
土
交
通
省
は
３
月
22

日
︑
大
型
車
誘
導
区
間
を
約

７
０
０
㌔
㍍
追
加
し
︑
４
月

１
日
か
ら
運
用
を
開
始
す
る

と
発
表
し
た
︒

　

大
型
車
誘
導
区
間
を
走
行

す
る
場
合
︑
特
車
通
行
許
可

の
手
続
き
期
間
が
大
幅
に
短

縮
さ
れ
る
︒

　

今
回
追
加
し
た
約
７
０
０

㌔
㍍
の
う
ち
︑
約
３
７
０
㌔

㍍
は
国
際
戦
略
港
湾（
５
港
）

お
よ
び
国
際
拠
点
港
湾
（
18

港
）
と
直
結
す
る
た
め
の
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
で
︑
物
流

の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る

こ
と
が
狙
い
だ
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
新
東
名
浜
松

い
な
さ
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ

Ｃ
Ｔ
）
～
豊
田
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
な

ど
の
高
速
道
路
や
直
轄
国
道

の
開
通
に
よ
る
追
加
︑
開
通

し
た
バ
イ
パ
ス
の
追
加
と
従

来
指
定
さ
れ
て
い
た
現
道
の

除
外
な
ど
が
行
わ
れ
る
︒

　

今
回
の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
追
加
指
定
な
ど
に
よ
り
︑

大
型
車
誘
導
区
間
と
物
流
拠

点
が
直
結
す
る
割
合
は
︑
こ

れ
ま
で
の
12
％
か
ら
20
％
へ

と
向
上
す
る
︒

　

大
型
車
誘
導
区
間
に
つ
い

て
は
︑﹁
通
行
許
可
ま
で
の

期
間
が
短
縮
す
る
の
で
︑
多

少
迂
回
し
て
も
誘
導
区
間
を

利
用
し
た
い
﹂︑﹁
大
型
車
が

多
く
利
用
す
る
と
こ
ろ
は
面

的
に
全
て
指
定
す
る
な
ど
の

対
応
も
必
要
で
は
な
い
か
﹂

と
い
っ
た
運
送
事
業
者
の
声

を
紹
介
し
て
い
る
︒

　

同
省
で
は
︑
さ
ら
な
る
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
追
加
指

定
な
ど
を
行
い
︑
大
型
車
誘

導
区
間
の
一
層
の
充
実
を
図

る
と
し
て
い
る
︒

東
名
の
渋
滞
が
解
消

新
東
名
開
通
後
１
か
月

　

国
土
交
通
省
は
３
月
25

日
︑
新
東
名
高
速
道
路
浜
松

い
な
さ
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ

Ｃ
Ｔ
）
～
豊
田
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間

の
開
通
後
１
か
月
間
の
交
通

状
況
を
発
表
し
た
︒

　

２
月
13
日
開
通
後
の
新
東

名
浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
豊

田
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
は
１
日
当
た

り
約
４
万
２
０
０
０
台
が
利

用
し
て
お
り
︑
並
行
す
る
東

名
三
个
日
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
豊
田
Ｊ

Ｃ
Ｔ
間
は
同
約
５
万
７
０
０

０
台
︒
約
10
万
台
の
交
通
が

新
東
名
と
東
名
と
に
分
散
し

た
こ
と
に
な
り
︑
そ
の
割
合

は
新
東
名
４
割
︑東
名
６
割
︒

　

交
通
の
分
散
が
図
ら
れ
た

東
名
高
速
で
は
︑
開
通
前
は

１
か
月
に
24
回
発
生
し
て
い

た
交
通
集
中
に
よ
る
渋
滞

が
︑
開
通
後
１
か
月
間
は
発

生
し
て
い
な
い
︒

　

新
東
名
の
開
通
は
︑
企
業

活
動
に
も
好
影
響
を
与
え
て

い
る
︒
新
東
名
は
安
定
し
た

所
要
時
間
で
通
行
可
能
で
︑

並
行
す
る
東
名
も
渋
滞
等
に

よ
る
所
要
時
間
の
ば
ら
つ
き

が
約
10
分
減
少
し
︑
所
要
時

間
が
安
定
す
る
よ
う
に
な
っ

た
︒

　

企
業
へ
の
影
響
と
し
て﹁
便

の
繋
ぎ
も
よ
く
な
り
︑
労
務

管
理
も
し
や
す
く
な
っ
た
﹂

﹁
所
要
時
間
が
最
大
30
分
短

縮
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
も
ゆ
と

り
を
も
っ
て
運
転
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
﹂﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
行
時
間
の
管
理
が

し
や
す
く
な
り
︑
助
か
っ
て

い
る
﹂
と
い
っ
た
輸
送
業
者

の
声
を
紹
介
し
て
い
る
︒

高
年
齢
者
雇
用
開
発
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催

高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構

　
（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構
で
は
︑

﹁
平
成
28
年
度
高
年
齢
者
雇

用
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
事
例

募
集
を
現
在
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
高
年

齢
者
が
長
い
職
業
人
生
の
中

で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験

を
職
場
で
有
効
に
活
か
す
た

め
︑
企
業
等
が
行
っ
た
創
意

工
夫
の
事
例
を
広
く
募
集

し
︑
優
秀
事
例
に
つ
い
て
表

彰
す
る
も
の
︒
優
秀
企
業
等

の
改
善
事
例
と
実
際
に
働
く

高
年
齢
者
の
働
き
方
を
広
く

周
知
す
る
こ
と
で
︑
生
涯
現

役
社
会
の
実
現
に
向
け
た
気

運
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
︒

　

応
募
締
切
は
５
月
13
日

㈮
︒
応
募
に
関
す
る
詳
細
は

同
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

登
坂
区
間
で
の
右
側
付
加
車

線
方
式
の
試
行
運
用
開
始

中
央
道
下
り
多
治
見
〜

小
牧
東
間

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
は
３

月
28
日
︑
中
央
自
動
車
道
下

り
線
の
多
治
見
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
か
ら
小
牧

東
Ｉ
Ｃ
間
の
登
坂
区
間
（
約

３
・
７
㌔
㍍
）
で
︑
右
側
付

加
車
線
方
式
の
試
行
運
用
を

開
始
し
た
（
図
）︒

　

交
通
事
故
対
策
と
し
て
導

入
さ
れ
た
同
方
式
は
︑
比
較

的
速
度
に
自
由
度
の
あ
る
車

両
が
第
二
走
行
車
線
の
右
側

に
設
け
る
追
越
車
線
を
利
用

し
て
自
ら
追
い
抜
く
こ
と
に

よ
り
︑
低
速
車
の
待
避
や
合

流
を
な
く
す
こ
と
で
安
全
性

の
向
上
を
目
指
す
も
の
︒
従

来
の
登
坂
車
線
方
式
は
︑
速

度
が
あ
ま
り
出
な
い
大
型
車

な
ど
が
走
行
車
線
の
左
側
に

設
け
た
登
坂
車
線
に
移
行

し
︑
坂
を
登
り
切
っ
た
と
こ

ろ
で
再
度
走
行
車
線
に
復
帰

す
る
構
造
で
あ
っ
た
が
︑
今

回
の
新
方
式
導
入
に
よ
り
︑

交
通
流
を
妨
げ
な
い
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

運
用
に
あ
た
り
同
社
は
︑

﹁
当
該
区
間
に
お
い
て
︑
全

て
の
車
線
で
法
定
最
低
速
度

（
時
速
50
㌔
㍍
）
が
適
用
さ

れ
る
た
め
︑
注
意
し
て
ほ
し

い
﹂
と
呼
び
か
け
て
い
る
︒

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
載
器
、　　
　
　

　
　
　
　
　
45
万
台
に
１
万
円
助
成

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社

　

東
日
本
︑
中
日
本
︑
西
日

本
の
高
速
道
路
会
社
３
社
は

３
月
25
日
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０

車
載
器
購
入
助
成
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
具
体
的
な
内
容
を
発

表
し
た
︒

　

業
務
用
車
両
（
３
社
が
発

行
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
カ
ー
ド
利
用
者
）
が
対
象

で
︑
平
成
27
年
12
月
18
日
以

降
に
新
た
に
購
入
し
︑
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
︑
取
り
付
け
た
Ｅ

Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
載
器
１
台
に

つ
き
１
万
円
を
助
成
す
る
︒

複
数
台
購
入
し
た
場
合
も
対

象
と
な
り
︑
新
た
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
を
申

し
込
む
も
の
も
対
象
と
な
る
︒

　

助
成
台
数
は
︑
全
国
で
先

着
45
万
台
で
︑
助
成
対
象
期

限
は
29
年
３
月
31
日
ま
で
だ

が
︑
対
象
台
数
に
達
し
た
時

点
で
終
了
す
る
︒

　

新
た
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
車

燃
料
高
転
嫁
で
き
ず
８
割

中
小
取
引
改
善
連
絡
会
議

　

政
府
は
３
月
25
日
︑
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
賃

金
の
引
き
上
げ
を
し
や
す
い

環
境
を
作
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
︑﹁
下
請
等
中
小
企
業

の
取
引
条
件
改
善
に
関
す
る

関
係
府
省
等
連
絡
会
議
﹂
の

第
４
回
会
合
を
首
相
官
邸
で

開
い
た
︒

　

会
議
で
は
︑
調
査
の
実
施

走
行
を
実
現
す
る
道
筋
を
示

し
た
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
が
困

難
な
夜
間
の
長
距
離
幹
線
輸

送
で
︑
後
続
車
両
無
人
の
３

台
以
上
の
隊
列
走
行
を
目
指

す
︒
隊
列
は
︑
隊
列
運
行
管

理
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
︑
複

数
の
ト
ラ
ッ
ク
を
マ
ッ
チ
ン
グ

し
て
形
成
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
︒

　

電
子
連
結
の
信
頼
性
確
保

な
ど
技
術
面
の
ほ
か
︑
周
囲

の
交
通
環
境
へ
の
影
響
な
ど
︑

解
決
す
べ
き
重
要
課
題
が
多

い
た
め
︑
ま
ず
は
後
続
車
両

無
人
の
２
台
の
隊
列
走
行
を

目
指
す
な
ど
︑
実
現
に
向
け

て
着
実
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
︒

30
年
度
頃
か
ら
公
道
で
の
実

証
試
験
を
行
い
︑
33
年
度
以

降
の
商
業
運
行
を
見
込
ん
で

い
る
︒

　

乗
用
車
に
つ
い
て
は
︑
早

け
れ
ば
30
年
ま
で
に
高
速
道

路
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
走
行

の
安
全
に
責
任
を
負
い
︑
い

つ
で
も
運
転
操
作
を
行
え
る

こ
と
を
前
提
に
︑
加
減
速
や

車
線
変
更
等
の
自
動
走
行
を

実
現
し
︑
42
年
ま
で
に
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
責
任
を

前
提
と
し
な
い
自
動
走
行
が

実
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
い
る
︒

状
況
が
報
告
さ
れ
︑
こ
の
う

ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
つ
い

て
は
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
調
査
（
７
３

５
社
）
の
結
果
︑﹁
燃
料
高

騰
分
の
費
用
を
収
受
で
き
て

い
な
い
﹂（
79
％
）︑﹁
運
送

契
約
の
書
面
化
が
で
き
て
い

な
い
﹂（
74
％
）︑﹁
荷
主
都

合
に
よ
る
荷
待
ち
待
機
を
さ

せ
ら
れ
た
が
費
用
の
支
払
い

が
な
い
﹂（
71
％
）︑﹁
適
正

運
賃
・
料
金
の
収
受
が
で
き

て
い
な
い
﹂（
70
％
）
な
ど
の

課
題
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
︒

　

中
小
企
業
庁
が
実
施
中
の

大
企
業
お
よ
び
中
小
企
業
を

対
象
と
し
た
業
種
横
断
的
な

調
査
に
よ
る
と
︑大
企
業
は
︑

取
引
価
格
改
定
の
要
因
と
し

て
︑﹁
原
材
料
価
格
﹂
や
﹁
燃

料
費
﹂
の
高
騰
︑﹁
消
費
税
﹂

と
比
較
す
る
と
︑﹁
電
気
料

金
の
高
騰
﹂
や
﹁
労
務
費
の

上
昇
分
﹂
は
︑
よ
り
転
嫁
を

認
め
に
く
い
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
︒

　

下
請
け
中
小
企
業
側
が
︑

取
引
単
価
が
十
分
に
引
き
上

げ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の
対

応
は
︑﹁
利
益
率
の
圧
縮
﹂（
約

５
割
）
に
次
い
で
︑﹁
人
件
費

の
抑
制
﹂（
約
４
割
）
と
の

回
答
が
多
く
︑
取
引
単
価
の

引
き
上
げ
に
よ
り
収
益
が
改

善
し
た
場
合
︑﹁
従
業
員
の

賃
金
を
引
き
上
げ
る
﹂
と
す

る
回
答
は
７
割
を
超
え
た
︒

隊
列
走
行
は
平
成
32

年
以
降

自
動
走
行
で
工
程
表
示

　

経
済
産
業
︑
国
土
交
通
両

省
は
３
月
23
日
︑﹁
自
動
走

行
ビ
ジ
ネ
ス
検
討
会
﹂
の
今

後
の
取
り
組
み
方
針
を
ま
と

め
た
報
告
書
を
公
表
し
た
︒

自
動
走
行
の
実
現
に
向
け
た

工
程
表
で
は
︑
平
成
32
年
以

降
に
後
続
車
両
無
人
の
隊
列

運用前：登坂車線方式

運用後：右側付加車線方式

経 産 省
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㈱
大
興
は
︑
平
成
６
年
に

青
森
県
八
戸
市
で
創
業
︒
ダ

ン
プ
輸
送
を
主
体
に
︑
大
手

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
新
車
輸

送
や
︑
農
産
物
や
工
業
製
品

等
の
ト
レ
ー
ラ
輸
送
も
手
が

け
て
い
る
︒

　

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
の
発
生
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
︒

被
災
地
で
は
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
が

本
格
化
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る

が
︑
一
方
で
福
島
県
で
は
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
で
５
年

が
過
ぎ
て
も
一
向
に
復
興
へ
の
進
捗
が
見

ら
れ
ず
︑
厳
し
い
現
実
を
突
き
付
け
ら
れ

て
い
る
地
域
も
あ
る
︒

　

本
企
画
で
は
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過

し
た
被
災
地
を
取
材
し
︑
発
災
か
ら
現
在

に
お
け
る
足
取
り
を
踏
ま
え
つ
つ
︑
今
後

を
見
据
え
た
事
業
継
続
や
復
旧
・
復
興
を

目
指
し
た
運
送
事
業
者
の
奮
闘
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
る
︒

　

今
回
は
︑
青
森
県
八
戸
市
に
本
社
を
構

え
る
㈱
大
興（
岡
田
大
代
表
取
締
役
社
長
）

を
紹
介
︒
震
災
直
後
の
様
子
や
現
在
に
至

る
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト

す
る
︒

　

15
年
に
栃
木
営
業
所
を
開

設
し
た
の
を
皮
切
り
に
︑
関

東
地
方
や
北
海
道
︑
中
部
地

方
へ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

大
し
て
い
る
ほ
か
︑
東
京
事

務
所
も
設
け
て
い
る
︒

　

東
日
本
大
震
災
発
生
前
の

同
社
の
事
業
を
見
る
と
︑
栃

木
・
埼
玉
の
各
営
業
所
で
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
を
メ
イ
ン

と
し
た
ダ
ン
プ
事
業
︑
千
葉

・
名
古
屋
の
各
営
業
所
で
は

新
車
輸
送
事
業
︑
そ
し
て
名

古
屋
港
を
拠
点
と
し
た
ド
レ

ー
ジ
輸
送
を
行
っ
て
い
た
︒

ま
た
︑
会
社
の
陣
容
は
従
業

員
数
約
90
人
︑
車
両
台
数
70

台
程
度
で
あ
っ
た
︒

　

震
災
発
生
当
時
︑
同
社
の

本
社
は
︑
平
成
９
年
度
に
整

備
さ
れ
た
埋
め
立
て
地
﹁
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
﹂
の
中
の

八
戸
港
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

内
に
あ
っ
た
︒

　

東
日
本
大
震
災
で
は
︑
八

戸
市
内
で
最
大
震
度
５
強
の

揺
れ
が
襲
い
か
か
っ
た
︒
当

時
ト
ラ
ッ
ク
は
出
払
っ
て
い

た
た
め
︑
揺
れ
が
収
ま
っ
て

す
ぐ
に
﹁
会
社
に
は
戻
っ
て

く
る
な
︑
ト
ラ
ッ
ク
で
高
台

に
向
か
っ
て
避
難
し
ろ
﹂
と

無
線
で
指
示
し
た
︒
そ
し
て
︑

本
社
勤
務
の
女
性
従
業
員
達

を
急
い
で
帰
ら
せ
︑
岡
田
安

正
代
表
取
締
役
会
長
は
本
社

の
窓
か
ら
海
の
様
子
を
伺
っ

て
い
た
︒

　

八
戸
市
で
は
︑
昭
和
35
年

の
チ
リ
地
震
津
波
で
市
内
で

１
４
２
人
が
犠
牲
に
な
っ
た

ほ
か
︑
昭
和
43
年
の
十
勝
沖

地
震
や
平
成
６
年
の
北
海
道

東
方
沖
地
震
︑
三
陸
は
る
か

沖
地
震
な
ど
で
も
津
波
に
よ

る
被
害
が
記
録
さ
れ
て
い
る
︒

壮
絶
な
被
害
を
も
た
ら
す
津

波
の
記
憶
が
︑
八
戸
市
民
に

は
鮮
明
に
焼
き
付
い
て
い
た
︒

同
社
の
従
業
員
に
大
き
な
被

害
が
な
か
っ
た
の
は
︑
こ
う

し
た
記
憶
が
適
切
な
避
難
行

　

八
戸
市
で
は
沿
岸
部
で
津

波
に
よ
る
被
害
が
見
ら
れ
た

も
の
の
︑
市
役
所
に
は
被
害

が
な
く
︑
自
治
体
機
能
は
守

ら
れ
て
い
た
︒
そ
の
た
め
︑

八
戸
市
の
復
興
へ
の
歩
み
は

岩
手
県
や
宮
城
県
の
沿
岸
部

よ
り
も
比
較
的
速
い
も
の
と

な
っ
た
︒

　

被
災
後
に
山
に
避
難
し
た

岡
田
会
長
は
︑
震
災
翌
日
に

山
か
ら
下
り
て
街
の
様
子
を

見
て
回
っ
た
が
︑
そ
の
時
目

に
し
た
の
は
︑
街
を
埋
め
尽

く
し
て
い
る
が
れ
き
の
山
だ

っ
た
︒
変
わ
り
果
て
た
街
の

様
子
に
衝
撃
を
受
け
た
と
い

う
︒
し
か
し
︑﹁
が
れ
き
の

山
を
片
付
け
な
け
れ
ば
︑
こ

の
街
の
復
興
な
ど
あ
り
得
な

い
﹂
と
一
念
発
起
︒
地
元
の

復
興
に
向
け
て
︑
ダ
ン
プ
に

よ
る
が
れ
き
の
輸
送
に
力
を

入
れ
た
︒

　

震
災
か
ら
ほ
ど
な
く
︑
岡

田
会
長
は
食
糧
や
水
な
ど
支

援
物
資
を
か
き
集
め
︑
八
戸

市
よ
り
も
被
害
の
大
き
か
っ

た
仙
台
や
三
陸
沿
岸
を
訪
れ

て
い
る
︒
そ
こ
で
も
︑
見
慣

れ
た
海
沿
い
の
美
し
い
景
色

は
か
き
消
さ
れ
︑
た
だ
た
だ

が
れ
き
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た

悲
惨
な
光
景
が
広
が
っ
て
い

た
︒

　

東
日
本
大
震
災
で
は
膨
大

な
量
の
災
害
廃
棄
物
が
発
生

動
に
結
び
付
い
た
か
ら
だ
と

い
え
よ
う
︒

　

岡
田
会
長
も
︑
避
難
し
よ

う
と
車
を
高
台
へ
と
走
ら
せ
︑

難
を
逃
れ
た
︒
そ
の
頃
︑
津

波
が
襲
来
し
た
︒

　

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
津

波
や
高
潮
対
策
の
一
環
と
し

て
地
盤
が
高
く
造
ら
れ
て
い

た
︒
ま
た
︑
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
は
４
階
建
て
で
︑
地
震

発
生
時
の
津
波
避
難
ビ
ル
に

指
定
さ
れ
て
い
た
︒
外
の
駐

車
場
に
置
い
て
あ
っ
た
従
業

員
の
車
は
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
の
︑
ビ
ル
自
体
の
被

害
は
な
か
っ
た
と
い
う
︒
一

方
で
︑
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

の
対
岸
に
あ
る
港
湾
施
設
や

製
紙
工
場
な
ど
は
津
波
を
ま

と
も
に
受
け
た
た
め
︑
大
き

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
︒

　

市
内
で
は
20
日
間
近
く
も

停
電
が
続
き
︑
水
道
や
ガ
ス

も
不
通
と
な
っ
た
︒
海
沿
い

や
川
沿
い
に
は
︑
流
さ
れ
て

き
た
船
や
自
動
車
︑
そ
し
て

コ
ン
テ
ナ
な
ど
が
散
乱
し
︑

無
数
の
が
れ
き
が
あ
た
り
一

面
を
埋
め
尽
く
す
状
態
で
あ

っ
た
︒
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

で
は
市
街
地
に
比
べ
て
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
も
遅
れ
た

た
め
︑
同
社
で
も
し
ば
ら
く

の
間
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

も
使
う
こ
と
が
で
き
ず
︑
仕

事
に
な
ら
な
い
状
態
が
続
い

た
︒

　

震
災
直
後
か
ら
︑
津
波
に

よ
っ
て
途
絶
し
た
幹
線
道
路

や
生
活
道
路
の
復
旧
が
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
︒
軽
油

や
ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
が
急
騰

し
︑
数
量
に
も
限
度
が
あ
る

中
で
︑
同
社
で
は
建
設
業
者

が
取
り
除
い
た
が
れ
き
を
運

搬
し
︑
地
域
交
通
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
っ
た
︒

　

そ
の
後
︑
同
社
で
は
通
常

の
仕
事
量
に
戻
る
ま
で
に
４

か
月
程
度
を
要
し
て
い
る
︒

し
た
た
め
︑
被
災
直
後
の
八

戸
市
を
含
む
被
災
自
治
体
で

は
災
害
廃
棄
物
処
理
が
思
う

よ
う
に
進
展
し
て
い
な
か
っ

た
︒
ま
た
︑
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と

も
︑
災
害
廃
棄
物
の
円
滑
な

処
理
を
妨
げ
た
︒

　

そ
こ
で
︑
１
日
も
早
い
復

興
の
た
め
に
は
自
治
体
間
の

協
力
に
よ
る
災
害
廃
棄
物
の

迅
速
な
処
理
が
必
要
不
可
欠

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
八
戸

市
で
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
が
一
定
基
準
（
１
㌔
㌘
当

た
り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
）
以

下
の
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入

れ
を
発
表
（
23
年
11
月
）︒

震
災
か
ら
１
年
を
迎
え
た
24

年
３
月
か
ら
三
陸
沿
岸
の
各

被
災
地
（
岩
手
県
野
田
村
︑

久
慈
市
︑洋
野
町
︑釜
石
市
︑

宮
城
県
石
巻
市
）
か
ら
八
戸

市
へ
の
輸
送
・
処
理
が
開
始

さ
れ
た
︒
ま
た
︑
市
内
で
発

生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
処
理

も
進
み
︑
25
年
３
月
に
は
市

内
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物

（
15
・
８
万
㌧
）
の
処
理
が

全
て
完
了
し
た
※１
︒

　

が
れ
き
処
理
に
あ
た
っ
て

は
︑
各
被
災
地
か
ら
運
び
込

ま
れ
た
が
れ
き
を
市
内
に
あ

る
セ
メ
ン
ト
会
社
で
焼
却
し
︑

セ
メ
ン
ト
の
原
料
や
燃
料
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
い

う
手
法
が
採
ら
れ
た
︒
各
被

災
地
か
ら
の
が
れ
き
輸
送
に

お
い
て
も
︑
同
社
の
ダ
ン
プ

カ
ー
は
大
い
に
活
躍
し
て
い

る
︒

　

ま
た
︑
25
年
６
月
に
は
︑

建
設
会
社
と
共
同
で
﹁
三
陸

り
あ
す
ア
ス
コ
ン
共
同
企
業

体
﹂
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も

に
︑
岩
手
県
宮
古
市
に
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
を
新
設

し
た
︒
こ
こ
で
製
造
さ
れ
た

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
︑復
興
道
路

（
三
陸
沿
岸
道
路
）
や
復
興

支
援
道
路
（
宮
古
盛
岡
横
断

道
路
︑
東
北
横
断
自
動
車
道

釜
石
秋
田
線
︑
東
北
中
央
自

動
車
道
）
の
建
設
な
ど
で
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
︑

同
社
は
共
同
企
業
体
の
一
員

と
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
運
搬

・
出
荷
業
務
を
担
っ
て
い
る
︒

※１
出
典
＝
﹁
東
日
本
大
震
災

八
戸
市
の
記
録
﹂（
青
森
県

八
戸
市
）︑﹁
八
戸
市
に
お
け

る
イ
ン
フ
ラ
等
の
復
旧
・
整

備
状
況
﹂（
同
）︒

　

震
災
直
後
の
混
乱
期
を
脱

し
︑
震
災
か
ら
数
か
月
が
過

ぎ
る
と
︑
各
所
で
復
旧
工
事

が
本
格
化
し
始
め
て
き
た
︒

同
社
で
も
︑
首
都
高
速
道
路

や
北
関
東
自
動
車
道
な
ど
︑

地
域
の
物
流
を
支
え
る
高
速

道
路
の
補
修
工
事
に
取
り
か

か
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
︒

　

震
災
以
前
の
建
設
市
場
の

動
向
を
振
り
返
る
と
︑
バ
ブ

ル
崩
壊
な
ど
の
影
響
に
よ
り

１
９
９
０
年
代
後
半
以
降
建

設
投
資
は
減
少
が
続
き
︑
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
平
成
20

年
）
後
の
景
気
悪
化
に
よ
り

急
減
︒
22
年
度
に
は
建
設
投

資
は
41
・
９
兆
円
と
な
り
︑

ピ
ー
ク
時
（
４
年
度
︑
84
兆

円
）
の
50
％
に
ま
で
減
少
し

た
︒
し
か
し
︑
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
復
旧
需
要
に
よ

り
︑
震
災
発
生
後
の
23
年
度

か
ら
建
設
投
資
額
は
増
加
に

転
じ
︑
25
年
度
と
26
年
度
は

50
兆
円
を
超
え
た
︒
特
に
︑

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
投
資
の

集
中
に
よ
り
︑
東
北
地
方
で

は
建
設
投
資
が
激
増
し
た
※２
︒

　

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
は
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模

零
細
企
業
で
あ
り
︑
震
災
前

は
経
営
が
非
常
に
厳
し
い
状

況
だ
っ
た
︒
公
共
工
事
の
減

少
に
合
わ
せ
て
人
員
や
車
両

数
を
削
減
し
て
き
た
東
北
地

方
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
だ
け
で
は
︑
こ
の
仕

事
量
の
急
増
に
対
応
す
る
こ

と
が
困
難
な
情
勢
で
あ
っ
た
︒

ま
た
︑
そ
の
た
め
に
多
く
の

車
両
を
新
た
に
保
有
す
る
こ

と
は
︑
経
営
上
の
リ
ス
ク
を

抱
え
る
こ
と
に
も
繋
が
る
た

め
︑現
実
的
で
は
な
か
っ
た
︒

地
元
の
ダ
ン
プ
車
両
だ
け
で

は
な
く
︑
全
国
か
ら
の
応
援

車
両
が
切
望
さ
れ
る
状
況
と

な
っ
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
事
業

用
自
動
車
の
運
転
者
の
勤
務

時
間
お
よ
び
乗
務
時
間
に
か

か
る
基
準
の
１
運
行
１
４
４

時
間
規
制
が
足
か
せ
と
な

り
︑
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
厳
し
い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
た
︒

　

そ
の
頃
︑
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

ダ
ン
プ
輸
送
協
議
会
の
会
長

を
務
め
て
い
た
岡
田
会
長
は
︑

﹁
東
北
復
旧
の
た
め
に
﹂
と

推
さ
れ
︑
震
災
の
年
の
７
月

５
日
に
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
ダ
ン
プ
カ
ー
部
会
（
現

・
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会
）

会
長
に
就
任
︒
部
会
と
し
て

特
例
措
置
の
導
入
を
国
土
交

通
省
に
強
く
要
望
︒
そ
の
結

果
︑
23
年
９
月
13
日
付
で
︑

同
規
制
を
復
旧
・
復
興
事
業

に
限
り
緩
和
す
る
と
い
う
内

容
の
通
達
が
国
交
省
か
ら
発

出
さ
れ
た
︒

　

地
元
以
外
の
運
送
事
業
者

に
と
っ
て
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

た
１
４
４
時
間
ル
ー
ル
の
特

例
緩
和
に
よ
り
︑
エ
リ
ア
外

の
運
送
事
業
者
が
広
域
的
に

活
動
で
き
る
道
が
開
か
れ

た
︒
被
災
地
に
と
っ
て
は
︑

同
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
復
興

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
化
が
期

待
さ
れ
る
︒

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

復
興
活
動
は
︑
震
災
か
ら
５

年
が
経
っ
た
今
も
終
わ
り
⬆

東
北
沿
岸
部
の
運
送
事
業
者
を
訪
ね
て
③

株
式
会
社
大
興
（
青
森
県
八
戸
市
）

岡田	安正
代表取締役会長

西山	貴裕
企画部部長兼
安全管理部部長

「広報とらっく」東日本大震災特集 2016

ダンプカーは東北復興の大きな原動力となっている

全国からの応援車両のため仙台営業所に乗務員宿舎㊨を設けた

未曽有の大震災から5年、そして今後は…
第4回

■ 

地
域
振
興
へ
の
取
り
組
み
①

広
域
か
ら
の
受
け
入
れ
が
早
期
復
興
に
繋
が
る

三
陸
沿
岸
か
ら
の
大
量
の
が
れ
き
輸
送
に
尽
力

■ 

被
災
後
の
状
況

■ 

地
域
振
興
へ
の
取
り
組
み
②

１
運
行
１
４
４
時
間
規
制
の
被
災
地
特
例
措
置
を
有
効
に
活
か
す

「
被
災
地
の
早
期
復
興
」
旗
印
に
ダ
ン
プ
運
送
事
業
者
の
労
働
環
境
改
善

港
湾
地
区
で
は
甚
大
な
津
波
被
害
が
発
生

過
去
の
記
憶
が
適
切
な
避
難
行
動
を
も
た
ら
し
た

「
東
北
復
旧
の
た
め
」
ダ
ン
プ
部
会
長
に
就
任

１
４
４
時
間
ル
ー
ル
特
例
緩
和
に
精
力
的
に
取
り
組
む
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読者の皆様へ 制作物紹介

社内安全講習の即戦力社内安全講習の即戦力 ①掲出用ポスター

②研修資料

④ 「できることから今すぐやろう！」シート

③面談・添乗チェックシート

「トラック交差点事故防止マニュアル
～交差点事故撲滅キット～」配布中

　「事故の特徴」や、交差
点での注意点をまとめた「７
つの安全行動」など、交差
点事故対策に有効なポス
ター８枚（両面）を掲載。
　社内に掲出することによっ
て、ドライバーへの注意喚
起に ！

　交差点での運転時に気
を付けるべきポイントを、
データやイラストを用いて
分かりやすく解説。
　交通安全講習などの社
内研修にうってつけの資
料 ！

　ドライバーとの面談や点
呼、添乗指導等の際に活
躍必至 ！
　運転時に注意すべきポ
イントについて、ドライ
バー・管理者間で確認で
きるチェックシートです。

　交差点事故をはじめと
した交通事故防止対策に
関する個々の目標設定や
改善案等、「安全への取
り組み」を社内で検討で
きるシート。
　日々の事故防止対策に
すぐ活用できるすぐれも
の ！

　全日本トラック協会では、交差点事故防止対策に有用なポスターや研修資料、チェッ
クシートなどを制作し、「トラック交差点事故防止マニュアル～交差点事故撲滅キット～」
として全ト協ホームページ内「事故防止特設ページ」で配布しています。ダウンロードの
上、社内での交通安全講習などにぜひご活用ください。

アクセス方法 全ト協HPホーム → 会員の皆様へ → 安全対策 → 事故防止特設ページ
→ トラック交通事故防止マニュアル～交差点事故撲滅キット～

が
見
え
な
い
︒
そ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
︑
全
ト
協
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会
・
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
ダ
ン
プ
輸
送
協
議

会
で
は
そ
の
都
度
︑
国
交
省

や
同
省
東
北
運
輸
局
に
対
し

て
特
例
期
間
の
延
長
を
要

望
︒
今
年
３
月
１
日
に
は
︑

　

同
社
で
は
︑
１
日
も
早
い

復
旧
を
目
指
し
て
工
事
に
全

精
力
を
傾
け
て
い
っ
た
︒
全

国
的
に
ダ
ン
プ
車
両
が
不
足

し
て
い
る
状
況
下
で
︑
ま
た

資
機
材
が
不
足
す
る
中
で
同

業
他
社
の
運
賃
は
急
騰
し
て

い
た
︒
し
か
し
︑
同
社
で
は

﹁
復
旧
・
復
興
の
た
め
﹂
と

歯
を
食
い
し
ば
り
︑
震
災
前

の
運
賃
を
維
持
し
た
︒
ま
た
︑

大
き
な
事
故
も
な
く
工
事
を

や
り
遂
げ
た
こ
と
か
ら
︑
元

請
建
設
会
社
の
信
頼
を
得

て
︑
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
既
存
の
営
業
所
に

こ
だ
わ
ら
ず
︑
他
県
の
工
事

現
場
に
も
積
極
的
に
ダ
ン
プ

車
両
を
派
遣
し
て
い
っ
た
︒

﹁
事
業
に
対
す
る
前
向
き
な

姿
勢
と
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
培

わ
れ
た
元
請
建
設
会
社
や
荷

主
と
の
信
頼
関
係
が
︑
後
々

各
地
で
基
盤
を
築
く
き
っ
か

被
災
地
域
の
一
刻
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
実
現
す
る
た

め
︑
同
特
例
措
置
が
30
年
３

月
31
日
ま
で
再
延
長
さ
れ
て

い
る
︒

※２
出
典
＝
﹁
建
設
業
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
２
０
１
５
﹂（（
一
社
）

日
本
建
設
業
連
合
会
）︒

け
と
な
っ
た
﹂
と
︑
岡
田
会

長
は
語
る
︒

　

先
述
の
通
り
同
社
で
は
︑

１
４
４
時
間
規
制
の
特
例
措

置
発
出
を
受
け
て
実
施
に
踏

み
切
っ
た
宮
城
県
石
巻
市
や

岩
手
県
宮
古
市
・
釜
石
市
な

ど
三
陸
沿
岸
の
市
町
村
の
が

れ
き
処
理
︑
ま
た
高
速
道
路

の
復
旧
工
事
に
多
忙
を
極
め

る
状
態
だ
っ
た
︒
し
か
し
︑

全
国
か
ら
集
ま
る
応
援
車
両

を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の
宿
舎

が
足
り
な
か
っ
た
︒
建
設
会

社
が
用
意
し
た
作
業
員
宿
舎

は
あ
っ
た
も
の
の
︑
施
設
を

所
有
す
る
建
設
会
社
と
の
関

係
に
よ
っ
て
は
震
災
復
旧
工

事
よ
り
も
建
設
会
社
の
他
の

仕
事
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な

い
た
め
︑
思
う
よ
う
に
震
災

復
旧
工
事
に
就
け
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
︒
ま
た
︑
悪

天
候
な
ど
で
月
に
何
日
も
現

場
作
業
の
中
止
が
続
け
ば
︑

応
援
で
来
て
い
る
と
は
い
っ
て

も
派
遣
元
の
事
業
者
は
大
き

な
赤
字
を
抱
え
て
し
ま
い
か

ね
ず
︑
被
災
地
へ
の
車
両
や

ド
ラ
イ
バ
ー
の
派
遣
を
躊
躇

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な

る
︒
そ
れ
は
︑
長
期
的
に
見

る
と
被
災
地
の
復
旧
の
遅
れ

に
も
繋
が
っ
て
し
ま
う
︒

　

そ
こ
で
同
社
で
は
︑
震
災

翌
年
の
24
年
に
開
設
し
て
い

た
仙
台
営
業
所
（
仙
台
市
宮

城
野
区
）
に
乗
務
員
宿
舎
を

新
た
に
建
設
︑
25
年
か
ら
使

用
を
開
始
し
て
い
る
︒

　

同
営
業
所
の
敷
地
の
一
角

に
建
て
ら
れ
た
２
階
建
て
の

宿
舎
に
は
個
室
が
13
室
設
け

ら
れ
て
お
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

が
十
分
に
休
息
を
取
れ
る
よ

う
に
全
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
︒
ま
た
︑
宿
舎
で
の
食
事

は
業
務
時
間
に
合
わ
せ
て
24

時
間
い
つ
で
も
と
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

さ
ら
に
︑
同
特
例
措
置
に
よ

り
︑
全
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た

ダ
ン
プ
車
両
に
つ
い
て
も
同

社
の
運
行
管
理
者
が
対
面
点

呼
お
よ
び
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ

ク
等
を
行
う
な
ど
︑
管
理
体

制
に
も
万
全
を
期
し
て
い
る
︒

﹁
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
︑
早
期
復
旧
に
必
要
な

の
は
や
は
り
マ
ン
パ
ワ
ー
で
あ

株式会社大興
［代表取締役社長　岡田　大］

会社所在地� 青森県八戸市西白山台 5-13-13
設　立� 平成 6 年 11月
資本金� 4,000 万円
社員数� 197 人
車両数� 114 台

り
︑
大
量
の
重
機
や
ダ
ン
プ

カ
ー
で
す
︒
い
ち
早
い
が
れ

き
処
理
や
イ
ン
フ
ラ
復
旧
の

た
め
︑
全
国
か
ら
素
早
く
応

援
を
集
め
ら
れ
る
仕
組
み
を

前
も
っ
て
用
意
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒
改
め
て
言
う
ま
で
も

な
く
︑
我
が
国
は
災
害
大
国

で
す
︒
い
つ
ど
こ
で
何
が
あ
っ

て
も
︑
１
４
４
時
間
規
制
の

特
例
措
置
の
よ
う
な
も
の
が

す
ぐ
に
発
出
さ
れ
︑
全
国
か

ら
や
っ
て
き
た
応
援
車
両
の

た
め
の
宿
舎
が
用
意
さ
れ
る

な
ど
︑
す
ぐ
に
全
国
か
ら
支

援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
あ

ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
﹂

（
岡
田
会
長
）

　

被
災
地
に
お
い
て
は
多
く

の
現
場
工
事
が
重
な
っ
て
い

る
状
況
で
あ
り
︑
震
災
直
後

は
ダ
ン
プ
カ
ー
不
足
に
よ
る

復
旧
・
復
興
の
遅
れ
を
生
じ

さ
せ
な
い
た
め
に
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
無
理
や
負
担
を
強
い

て
し
ま
う
状
況
に
も
な
っ
た

と
い
う
︒
し
か
し
︑
こ
う
し

た
宿
舎
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

で
︑
遠
方
の
運
送
会
社
か
ら

応
援
に
来
た
ド
ラ
イ
バ
ー
も

安
心
し
て
輸
送
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た

の
で
あ
る
︒

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
に
よ
っ
て
放

出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ

り
︑
今
も
な
お
４
万
３
１
３

９
人
も
の
多
く
の
住
民
が
住

み
慣
れ
た
福
島
県
を
離
れ
︑

県
外
へ
の
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
※３
︒

　

同
社
で
は
︑
地
域
環
境
の

早
期
回
復
を
目
指
す
た
め
︑

事
故
発
生
直
後
か
ら
福
島
県

い
わ
き
市
に
福
島
作
業
所
を

開
設
し
︑
建
物
や
道
路
︑
農

地
等
の
除
染
作
業
等
を
行
っ

て
い
る
︒

　

大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
は
︑
雨
な
ど
に
よ

り
地
上
に
降
下
し
︑
土
や
草

木
︑
建
物
な
ど
に
付
着
し
て

い
る
︒
放
射
線
量
を
低
減
さ

せ
る
た
め
に
は
︑﹁
取
り
除
く

　

同
社
で
は
各
地
に
拠
点
が

あ
り
︑
本
社
が
被
災
し
て
も

他
地
域
の
営
業
所
が
カ
バ
ー

し
た
た
め
に
︑
震
災
当
時
で

も
売
上
額
の
減
少
は
最
小
限

に
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
︒
未
曽
有
の
大
震
災
が

も
た
ら
し
た
経
営
上
の
リ
ス

ク
が
分
散
さ
れ
た
こ
と
で
︑

経
営
の
立
て
直
し
も
う
ま
く

行
っ
た
の
で
あ
る
︒

　
﹁
従
業
員
や
協
力
会
社
の

皆
さ
ん
に
は
︑
あ
っ
ち
の
現

場
︑
こ
っ
ち
の
現
場
と
飛
び

回
っ
て
い
た
だ
き
︑
被
災
地

復
旧
の
た
め
に
力
を
尽
く
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
被
災

当
時
は
無
我
夢
中
で
︑
と
に

か
く
目
の
前
の
こ
と
か
ら
片

付
け
て
い
く
こ
と
に
精
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
︑
い
ま
改
め
て

思
う
と
︑
社
員
や
取
引
先
︑

協
力
会
社
︑
被
災
地
の
皆
さ

ん
な
ど
︑
人
と
の
信
頼
関
係

が
一
番
重
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
﹂（
岡
田
会
長
）

と
振
り
返
る
よ
う
に
︑
困
難

に
直
面
し
た
時
に
一
緒
に
な

っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た
多

く
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
想

い
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
と

い
う
︒

（
除
去
）︑
さ
え
ぎ
る
（
遮
へ

い
）︑
遠
ざ
け
る
﹂
の
３
つ
の

方
法
が
あ
り
︑
こ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
て
建
物
や
道
路
︑

農
地
等
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
全
体
を
面
的
に
除
染
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

例
え
ば
︑
道
路
の
除
染
で

は
高
圧
除
染
車
（
写
真
）
と

給
水
車
︑
タ
ン
ク
車
が
使
わ

れ
る
︒
給
水
車
で
運
ば
れ
た

水
を
高
圧
除
染
車
に
補
給

し
︑
高
い
水
圧
を
か
け
て
道

路
を
洗
浄
し
︑
放
射
性
物
質

を
取
り
除
く
︒
道
路
の
表
面

に
あ
る
放
射
線
物
質
を
含
む

粒
子
は
洗
浄
水
と
と
も
に
吸

引
さ
れ
︑
タ
ン
ク
に
回
収
さ

れ
る
︒
道
路
の
除
染
で
は
人

力
に
よ
る
高
圧
洗
浄
が
基
本

と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
︑
作

業
効
率
が
低
く
︑
洗
浄
水
が

周
囲
に
散
ら
ば
る
た
め
二
次

汚
染
の
懸
念
も
あ
る
︒
そ
こ

で
︑
現
在
は
こ
う
し
た
高
圧

除
染
車
が
活
躍
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
田
畑
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
除
染
で
は
︑
地
表
か
ら

５
㌢
㍍
ほ
ど
の
︑
放
射
性
物

質
が
残
存
し
て
い
る
表
土
を

は
ぎ
取
り
︑
除
染
袋
に
入
れ

て
仮
置
き
場
に
運
び
︑
ク
レ

ー
ン
な
ど
を
使
っ
て
袋
を
積

み
上
げ
る
︒

　

仮
置
き
場
で
は
︑
適
切
に

放
射
性
物
質
を
遮
へ
い
し
︑

人
々
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と

で
︑
二
次
汚
染
に
繋
が
ら
な

い
た
め
の
厳
重
な
安
全
管
理

　

そ
う
し
た
信
頼
と
絆
で
結

ば
れ
た
元
請
建
設
会
社
や
荷

主
企
業
か
ら
の
要
請
に
よ

り
︑
同
社
は
今
年
３
月
７
日

に
は
福
島
県
相
馬
市
に
︑
ま

た
同
24
日
に
は
岩
手
県
宮
古

市
に
営
業
所
を
開
設
し
た
︒

　
﹁
両
地
区
と
も
︑
復
旧
・

復
興
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か

り
そ
う
で
す
︒
地
元
の
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
︑
１
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
に
尽
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
﹂（
岡

田
会
長
）

（
取
材
協
力
）
㈱
大
興　

岡

田
安
正
代
表
取
締
役
会
長
、

西
山
貴
裕
企
画
部
部
長
兼
安

全
管
理
部
部
長

が
要
求
さ
れ
る
︒

　

同
社
で
は
別
記
の
通
り
︑

震
災
前
に
比
べ
て
社
員
数
や

車
両
数
が
増
え
て
い
る
︒
そ

れ
は
︑
各
地
で
の
事
業
所
の

開
設
に
よ
る
陣
容
強
化
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
福
島
作
業

所
に
勤
務
す
る
除
染
作
業
員

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
︒

　

除
染
作
業
員
に
は
比
較
的

多
く
の
応
募
が
あ
る
そ
う

で
︑
同
社
で
は
新
規
採
用
者

に
対
し
て
は
ま
ず
し
っ
か
り

と
教
育
を
行
っ
た
上
で
除
染

作
業
員
と
し
て
の
仕
事
に
従

事
さ
せ
︑
見
込
み
が
あ
る
従

業
員
に
は
ク
レ
ー
ン
運
転
士

免
許
を
取
得
さ
せ
︑
仮
置
き

場
で
の
山
積
み
の
仕
事
に
就

か
せ
て
い
る
︒

　

同
事
故
に
よ
る
除
染
作
業

は
ま
だ
終
わ
り
が
見
え
な

い
︒
完
璧
さ
と
慎
重
さ
が
要

求
さ
れ
る
︑
福
島
作
業
所
に

よ
る
張
り
詰
め
た
活
動
は
︑

今
後
も
続
く
︒

※３
福
島
県
避
難
者
支
援
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
福
島
県
か
ら

県
外
へ
の
避
難
状
況
﹂
よ
り

（
28
年
２
月
現
在
）︒

⬅■ 

地
域
振
興
へ
の
取
り
組
み
③

■ 

地
域
振
興
へ
の
取
り
組
み
④

広
域
か
ら
応
援
を
受
け
入
れ
る
た
め
労
働
環
境
を
整
備

過
労
防
止
が
被
災
地
復
興
を
加
速
化
さ
せ
る

原
発
事
故
発
生
後
す
ぐ
福
島
作
業
所
を
開
設

除
染
作
業
を
通
じ
て
故
郷
へ
の
早
期
帰
還
に
貢
献

福島県内で道路の除染にあたる「高圧除染車」

八戸市

岩手県

宮城県

盛岡

福島県

青森県
青森

仙台

宮古市

いわき市

福島第一原子力
発電所

福島

津波避難ビルに指定された八戸港貿易センタービル

八戸大橋。この付近では津波は高さ5.4mに達した

　青森県八戸市は青森県東南部に位置し、県東部を占める南部地方の中心都市である。
急速な工業集積や、都市化の進展、水産業の発展なども相まって、市の人口は約23万人
に至っている。
　東日本大震災では、市内を震度5強の強い揺れが襲い、直後に停電に見舞われた。さらに、
高い津波が沿岸部に押し寄せた。八戸大橋そばにある検潮所付近では津波の高さが6.2m
となり、臨海部に立地する製紙工場や水産加工工場、漁業関係施設などに甚大な被害を
もたらした。また、八戸港では防波堤やコンテナターミナルなどの重要な港湾施設が使用
不能となった。さらに、ウミネコ繁殖地として国の天然記念物にも指定されている蕪

かぶ し ま

島より
南部の沿岸地域では防波堤がなかったため、津波の勢いが弱まることなく家屋に直撃し、
大きな被害が出た。
　震災が発生した3月11日は、ちょうど冬から春へと季節が切り替わる時期で、さらに週末
ということもあり、同市に立ち寄る観光客も多かった。しかし、ほとんどの観光施設は津波
による直接的な影響はなく、多くの観光客が訪れる八食センターは震災2日後から、また八
戸市営魚菜小売市場は同3日後から営業を再開。現在では多くの観光客で賑わっている。
蕪島や種差海岸などは三陸沿岸に広がる三陸復興国立公園の一部として25年に指定され
ており、八戸市は同公園の玄関口としても賑わう。3月26日の北海道新幹線開業に伴って
南北海道・青森エリアは脚光を集めており、今後街はさらに活気づくだろう。
　一方、八戸港の災害復旧事業も着実に進み、平成25年7月には全ての港湾施設の災害
復旧事業が終了。災害に強い港としての再生を果たしている。

（参考資料）「東日本大震災八戸市の記録」八戸市など

＜平成23年3月11日14時46分＞

あの日「八戸」では…

■ 

今
後
は
…

震
災
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
信
頼
が
飛
躍
へ
の
ば
ね
に

東
北
復
興
目
指
し
て
今
後
も
事
業
を
推
進
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﹁
ト
ラ
ガ
ー
ル
﹂
と
い
う
愛
称

も
少
し
ず
つ
普
及
し
つ
つ
あ
る
︒

こ
れ
に
は
マ
ス
コ
ミ
の
貢
献
も
大

き
い
︒
マ
ス
コ
ミ
が
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
取
り
上
げ
る
時
は
︑
あ

ま
り
好
ま
し
く
な
い
内
容
が
多
い

が
︑
ト
ラ
ガ
ー
ル
に
関
し
て
は
好

意
的
だ
︒と
は
い
え
社
会
的
に
は
︑

ま
だ
ま
だ
知
名
度
が
低
い
の
も
事

実
で
あ
る
︒

　

業
界
内
で
も
︑
実
際
に
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
の
採
用
と
な
る
と
躊
躇

す
る
経
営
者
が
少
な
く
な
い
︒
荷

役
作
業
な
ど
の
制
約
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
︑
こ
れ
ま
で
仕
事
で
女
性

と
接
す
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
職

場
環
境
の
問
題
が
大
き
い
︒
女
性

と
の
接
し
方
が
分
か
ら
ず
︑
戸
惑

っ
て
い
る
よ
う
な
実
態
も
あ
る
︒

そ
の
た
め
﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
を

採
用
す
る
と
職
場
の
雰
囲
気
が
乱

れ
る
﹂
と
い
っ
た
こ
と
に
も
な
る
︒

　

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が

現
在
８
人
い
る
事
業
者

で
は
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
を
積
極
的
に
採
用
す

る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
一
昨
年
６
月
に
立

ち
上
げ
た
︒
売
上
の
約

70
％
を
占
め
る
海
上
コ

ン
テ
ナ
輸
送
な
ら
荷
役

の
問
題
は
な
い
︒
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
︑

総
務
や
経
理
業
務
を
担
当
し
て

い
る
女
性
が
就
い
た
︒
こ
れ
は

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
方
が
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
も
相
談
し
や
す
い
か

ら
で
︑
こ
の
間
に
様
々
な
改
善

を
し
て
き
た
︒
最
初
の
取
り
組

み
は
︑
お
し
ゃ

れ
な
ユ
ニ
ホ
ー

ム
の
検
討
と
採

用
だ
っ
た
︒

　

社
内
で
重
視

し
て
い
る
の
は

セ
ク
ハ
ラ
防
止

教
育
で
︑
年
２

回
の
全
体
会
議

で
実
施
し
て
い

る
︒
男
性
ド
ラ

イ
バ
ー
は
女
性

に
接
す
る
機
会

が
少
な
い
た
め
︑

本
人
に
そ
の
気

が
な
く
て
も
女

性
か
ら
は
セ
ク

ハ
ラ
と
受
け
止

め
ら
れ
る
よ
う
な
言
動
に
な
る

こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
︒
し
か
し
︑

社
内
な
ら
自
分
た
ち
で
解
決
で

き
る
が
︑
問
題
は
社
外
だ
︒

　

同
社
で
は
﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
の
声
を
伝
え
て
対
策
を
と
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
﹂︒

例
え
ば
港
の
ヤ
ー
ド
の
ト
イ
レ
で

は
︑
実
態
調
査
を
し
て
問
題
点
を

整
理
し
︑
地
元
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
海
コ
ン
部
会
）
を
通
し
て
港
の

管
理
者
に
改
善
要
請
を
し
て
も
ら

っ
た
結
果
︑
す
ぐ
に
改
善
さ
れ
た
︒

ま
た
納
品
先
で
も
︑
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
の
納
品
時
に
は
︑
先
方
も
女

性
が
立
ち
会
う
よ
う
に
な
っ
た
ケ

ー
ス
も
あ
る
︒
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド

で
男
性
に
付
き
ま
と
わ
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
た
め
︑
先
方
に
対
応
策

を
要
請
し
た
結
果
だ
︒

　

運
行
管
理
面
で
も
配
慮
し
て
い

る
︒
納
品
先
へ
の
到
着
が
日
の
出

前
だ
と
暗
い
ヤ
ー
ド
で
の
荷
卸
し

に
な
る
︒
そ
こ
で
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
に
は
︑
日
が
昇
っ
て
か
ら
到
着

す
る
よ
う
な
納
品
先
に
配
車
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
︒
あ
る
い
は
﹁
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
外
側
に
フ
ル
ネ
ー
ム

は
書
か
な
い
で
﹂
と
い
う
声
が
あ

っ
た
︒
納
品
先
な
ど
で
﹁
○
○
ち

ゃ
ん
﹂
な
ど
と
呼
ば
れ
た
り
す
る

か
ら
だ
︒
そ
こ
で
規
則
上
の
規
定

な
ど
を
確
認
し
︑
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

つ
ば
の
内
側
に
フ
ル
ネ
ー
ム
を
記

入
し
︑
外
側
は
名
字
だ
け
に
す
る

よ
う
な
改
善
な
ど
も
し
て
き
た
︒

　

ト
ラ
ガ
ー
ル
の
普
及
に
は
努
力

が
い
る
が
︑
業
界
全
体
の
作
業
環

境
の
改
善
に
も
繋
が
る
︒

第
160
回

トラガール増加への様々な努力

Ａ�

給
付
別
に
２
年
と
５
年
が

あ
る
が
、
疾
病
に
よ
っ
て

は
時
効
延
長
や
特
別
法
の

救
済
も

︻
解
説
︼
労
働
災
害
保
険
に
も
当
然

時
効
は
あ
り
ま
す
︒
労
災
保
険
法
の
42

条
で
給
付
ご
と
の
時
効
を
定
め
て
い
ま

す
が
︑
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

り
ま
す
︒

　
先
日
、
ビ
キ
ニ
被
曝
で
が
ん
を

発
症
し
た
元
船
員
ら
が
「
労
災
」

申
請
を
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
記
事

を
見
ま
し
た
。
保
険
は
船
員
保
険

と
い
う
こ
と
で
す
。
被
災
者
の
人

た
ち
に
は
大
変
お
気
の
毒
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ

と
な
の
で
、
ふ
と
時
効
の
こ
と
が

頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

我
々
が
加
入
し
て
い
る
労
災
保
険

の
時
効
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

 第112回 

ビキニ被曝で「労
災」申請というが、
労災保険の時効は

︻
２
年
︼

① 

療
養
（
補
償
）
給
付
（
起
算
日
＝

療
養
に
要
す
る
費
用
の
支
出
が
具

体
的
に
確
定
し
た
日
の
翌
日
）

② 

休
業
（
補
償
）
給
付
（
同
＝
労
働

不
能
の
た
め
賃
金
を
受
け
な
い
日

ご
と
に
そ
の
翌
日
）

③ 

葬
祭
料
︑
葬
祭
給
付
（
同
＝
労
働

者
が
死
亡
し
た
日
の
翌
日
）

④ 

介
護
（
補
償
）
給
付
（
同
＝
介
護

補
償
給
付
の
対
象
と
な
る
月
の
翌

月
の
１
日
）

⑤ 

二
次
健
康
診
断
等
給
付
（
同
＝
一

次
健
康
診
断
の
結
果
を
知
り
得
る

日
の
翌
日
）

︻
５
年
︼

① 

傷
害
（
補
償
）
給
付
（
同
＝
傷
病

が
治
っ
た
日
の
翌
日
）

② 

遺
族
（
補
償
）
給
付
（
同
＝
労
働

者
が
死
亡
し
た
日
の
翌
日
）

　

た
だ
︑
い
ず
れ
も
時
効
に
よ
り
消

滅
す
る
の
は
︑
保
険
給
付
の
支
給
決

定
を
請
求
す
る
権
利
で
あ
り
︑
傷
病

補
償
年
金
や
傷
病
年
金
の
よ
う
に
請

求
に
よ
ら
ず
︑
政
府
の
職
権
決
定
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
項
目
に
つ
い
て
は
︑
そ

も
そ
も
時
効
の
問
題
は
生
じ
ま
せ
ん
︒

　

ま
た
︑や
や
専
門
的
に
な
り
ま
す
が
︑

例
え
ば
年
金
給
付
の
支
払
い
期
月
ご

と
に
生
じ
る
支
払
い
請
求
権
な
ど
︑

支
給
決
定
が
行
わ
れ
た
保
険
給
付
の

支
払
い
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
︑

労
災
保
険
法
の
規
定
に
よ
ら
ず
︑
公

法
上
の
金
銭
債
権
と
し
て
会
計
法
の

規
定
に
よ
り
５
年
で
時
効
と
な
り
ま

す
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
障
害
補
償
年
金
︑
遺

族
補
償
年
金
︑
障
害
年
金
︑
遺
族
年

金
な
ど
の
前
払
一
時
金
の
支
給
決
定
請

求
権
は
２
年
で
︑
障
害
補
償
年
金
と

障
害
年
金
の
差
額
一
時
金
の
支
給
決

定
請
求
権
は
５
年
で
時
効
と
な
り
ま

す
　

以
上
が
労
災
保
険
の
時
効
の
基
本

的
事
項
で
す
が
︑
例
え
ば
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
じ
ん
肺
な
ど
︑
発

症
ま
で
に
き
わ
め
て
長
い
時
間
が
か
か

り
︑
場
合
に
よ
っ
て
は
退
職
後
に
な
っ

て
か
ら
発
症
す
る
障
害
も
あ
り
︑
こ
う

し
た
場
合
に
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑
時
効

を
過
ぎ
た
石
綿
被
害
に
つ
い
て
は
﹁
石

綿
救
済
法
﹂
と
い
う
特
別
の
法
律
に

よ
り
救
済
を
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
最

近
印
刷
工
場
で
被
災
者
が
続
出
し
︑

社
会
問
題
に
も
な
っ
た
胆
管
が
ん
に
つ

い
て
は
︑厚
生
労
働
省
は
平
成
24
年
に
︑

時
効
を
理
由
に
労
災
申
請
を
門
前
払

い
し
な
い
よ
う
全
国
の
労
働
局
に
指
示

を
出
し
︑
そ
の
後
時
効
を
25
年
３
月

15
日
か
ら
進
行
さ
せ
る
と
い
う
措
置

を
と
っ
て
い
ま
す
︒

　

ち
な
み
に
︑
ビ
キ
ニ
被
曝
に
つ
い
て

は
昭
和
29
年
の
米
国
に
よ
る
太
平
洋

・
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
水
爆
実
験
の
際
に
︑

周
辺
海
域
で
約
１
万
人
の
漁
船
員
ら

が
被
曝
し
た
と
い
わ
れ
︑
高
知
県
で
の

申
請
を
皮
切
り
に
全
国
的
な
広
が
り

を
み
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
︒
厚
労
省

で
も
こ
れ
を
重
視
し
︑
す
で
に
研
究
班

を
設
置
し
て
お
り
︑
時
効
に
つ
い
て
何

ら
か
の
救
済
措
置
が
取
ら
れ
る
可
能

性
も
あ
り
そ
う
で
す
︒

株
式
会
社
ヒ
ル
ト
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　

㈱
ヒ
ル
ト
（
中
谷
英
男
代

表
取
締
役
）
は
昭
和
29
年
に

川
崎
市
で
創
業
︒
特
に
食
品

　
﹁
時
は
金
な
り
﹂
と
い
う

言
葉
が
あ
る
︒﹁
時
間
は
お

金
と
同
様
に
貴
重
な
も
の
だ

か
ら
︑
決
し
て
無
駄
に
し
て

は
い
け
な
い
﹂
と
い
う
意
味

で
あ
る
が
︑
現
代
社
会
で
は

必
要
以
上
に
高
効
率
を
追
求

し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
︑
時

間
的
な
余
裕
や
心
の
ゆ
と
り

が
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
が
否
め
な
い
︒
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
は
︑
余
裕
の

無
さ
は
無
理
な
運
転
動
作
に

も
繋
が
り
︑
そ
れ
が
悲
惨
な

交
通
事
故
の
引
き
金
に
も
な

り
か
ね
な
い
︒

　

同
社
で
は
︑﹁
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
は
︑
無
理
を

さ
せ
な
い
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
﹂
と
考
え
て
い
る
︒
荷

主
に
対
し
て
も
﹁
も
し
交
通

事
故
が
発
生
し
た
時
に
は
︑

荷
主
に
も
ご
迷
惑
を
か
け
る

高
品
質
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
目
指
し

安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
を
徹
底

﹁
安
全
の
た
め
ド
ラ
イ
バ
ー
に
無
理
を
さ
せ
な
い
﹂

荷
主
と
連
携
し
余
裕
あ
る
配
送
ル
ー
ト
を
設
定

事
故
撲
滅
に
向
け
安
全
へ
の
投
資
を
加
速

事
故
の
未
然
防
止
に
高
い
効
果
を
生
み
出
す

業
界
未
経
験
者
へ
の
安
全
教
育
に
力
を
注
ぐ

社
会
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
事
故
防
止
を
誓
う

居
眠
り
運
転
警
告
装
置
を
全
車
に
導
入

デ
ー
タ
を
指
導
に
活
用
し
導
入
効
果
を
最
大
化

輸
送
に
強
み
を
持
っ
て
い
る
︒

　

同
社
は
︑
中
谷
社
長
と
そ

の
弟
（
中
谷
衛
一
専
務
取
締

役
）
が
︑﹁
今
ま
で
と
は
違

う
業
態
の
運
送
会
社
を
立
ち

上
げ
る
﹂
と
の
情
熱
と
と
も

に
設
立
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
は
︑
単
に
発
荷
主
か
ら

着
荷
主
へ
と
物
を
届
け
れ
ば

良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
︒

高
品
質
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
れ
ば
︑
他
の
運
送

会
社
と
の
差
別
化
に
も
繋
が

り
︑
そ
し
て
荷
主
か
ら
の
評

価
も
上
が
っ
て
く
る
︒
全
て

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
常
日
頃
か

ら
プ
ロ
と
し
て
意
識
し
な
が

ら
乗
務
し
︑
高
い
レ
ベ
ル
で

の
顧
客
満
足
を
実
現
す
る
た

め
︑
同
社
で
は
様
々
な
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
︒

こ
と
に
な
る
﹂
と
訴
え
︑
現

状
の
配
送
状
況
な
ど
を
説
明

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体

の
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
の

が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時

間
や
拘
束
時
間
の
長
さ
で
あ

る
︒
同
社
は
神
奈
川
県
内
や

東
京
都
内
を
中
心
と
し
た
ル

ー
ト
配
送
が
主
体
で
あ
り
︑

拘
束
時
間
が
長
く
な
り
が
ち

な
長
距
離
運
行
は
な
い
も
の

の
︑
24
時
間
３
６
５
日
営
業

を
行
う
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
へ
の
配
送
を
担
っ
て
い
る

た
め
︑
早
朝
や
深
夜
の
配
送

も
日
常
的
に
こ
な
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒

　

同
社
で
は
平
成
24
年
か

ら
︑
自
社
車
両
に
居
眠
り
運

し
た
上
で
︑
時
間
に
ゆ
と
り

の
あ
る
配
送
ル
ー
ト
の
設
定

を
行
う
な
ど
︑
荷
主
と
連
携

し
て
安
全
性
の
さ
ら
な
る
向

上
を
推
し
進
め
て
い
る
︒

転
警
告
装
置
﹁
ス
リ
ー
プ
バ

ス
タ
ー
﹂を
導
入
し
て
い
る
︒

こ
れ
は
︑
運
転
席
の
シ
ー
ト

に
設
置
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー
が

ド
ラ
イ
バ
ー
の
体
調
を
測
定

し
︑
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
眠

り
に
入
ろ
う
と
す
る
﹁
入
眠

予
兆
現
象
﹂
が
生
じ
た
場
合

に
警
告
す
る
も
の
︒
現
象
発

生
時
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
は
そ

の
自
覚
が
な
い
も
の
の
︑
過

労
状
態
の
時
に
同
現
象
が
発

生
し
て
し
ま
う
と
あ
っ
と
い

う
間
に
眠
り
に
入
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
た
め
︑
と
て

も
危
険
だ
︒

　

同
社
で
は
︑
ま
ず
開
発
途

中
の
段
階
の
同
装
置
を
１
台

導
入
︒
効
果
を
確
認
し
た
上

で
︑
全
車
へ
の
導
入
に
踏
み

切
っ
て
い
る
︒

　

導
入
に
際
し
︑
乗
務
中
に

警
告
が
発
せ
ら
れ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
は
︑
運
行
管
理
者
に
無

線
連
絡
を
入
れ
る
と
い
う
ル

ー
ル
を
策
定
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

と
運
行
管
理
者
が
会
話
を
す

る
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を

覚
醒
状
態
に
誘
う
と
と
も

に
︑
運
行
管
理
者
が
ド
ラ
イ

バ
ー
の
現
在
の
体
調
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
５
回
以
上
警
告
が
発

せ
ら
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
り
て
眠
気

覚
ま
し
に
運
動
を
行
う
よ
う

促
し
て
い
る
︒
単
に
警
報
に

よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
の
眠
気
を

抑
え
る
だ
け
で
な
く
︑
運
行

　

同
社
で
は
︑﹁
ス
リ
ー
プ
バ

ス
タ
ー
﹂
だ
け
で
は
な
く
︑

デ
ジ
タ
コ
や
ド
ラ
レ
コ
︑
無

線
機
︑
バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ

を
全
車
両
に
搭
載
し
て
い
る
︒

こ
れ
は
︑﹁
交
通
安
全
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
は
全
て
や
っ
て

お
き
た
い
﹂
と
い
う
中
谷
社

長
の
考
え
か
ら
で
あ
る
︒

　

デ
ジ
タ
コ
で
は
︑
各
ド
ラ

イ
バ
ー
の
運
転
操
作
が
１
０

０
点
満
点
で
採
点
さ
れ
︑
制

限
速
度
超
過
や
エ
ン
ジ
ン
回

転
数
オ
ー
バ
ー
︑急
加
減
速
︑

長
時
間
運
転
を
行
っ
た
場
合

に
は
そ
の
都
度
所
定
の
点
数

が
減
じ
ら
れ
る
︒
減
点
条
件

の
判
定
基
準
は
か
な
り
厳
し

め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
︒
１

か
月
を
通
し
て
点
数
を
集
計

し
︑﹁
個
人
別
安
全
運
転
順

位
表
﹂
の
形
で
公
表
︒
現
在

で
は
ほ
と
ん
ど
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
90
点
以
上
を
獲
得
す
る

ほ
か
︑
満
点
を
獲
得
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
も
何
人
も
出
て
い

る
︒

　
﹁
目
に
見
え
る
形
で
デ
ー

タ
を
提
示
す
る
こ
と
で
︑
運

転
操
作
で
改
善
す
べ
き
点
が

見
え
て
き
ま
す
︒
安
全
運
転

を
行
っ
て
高
い
点
数
を
出
す

こ
と
で
︑
結
果
的
に
自
分
自

身
や
家
族
の
生
活
︑
そ
し
て

管
理
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
状

況
を
把
握
し
︑
即
座
に
対
応

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行

っ
た
こ
と
で
︑
眠
気
防
止
効

果
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
だ

け
で
は
な
く
運
行
管
理
者
も

同
装
置
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー

タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
︑
よ

り
一
層
の
効
果
を
生
み
出
し

た
い
と
い
う
狙
い
か
ら
︑
運

行
中
の
疲
労
度
合
い
や
眠
気

の
発
生
状
況
を
ド
ラ
イ
バ
ー

ご
と
に
時
系
列
に
デ
ー
タ
化

す
る
シ
ス
テ
ム
も
併
せ
て
導

入
︒
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
デ

ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
や
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
の
情
報
と
比

較
す
る
こ
と
で
︑
眠
気
の
発

生
場
所
や
時
間
帯
な
ど
が
特

定
で
き
る
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
き
め
細
や
か
な
指
導

会
社
の
経
営
を
守
る
こ
と
に

繋
が
る
の
だ
と
︑
多
く
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
認
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
﹂（
中
谷
社
長
）

　

人
材
採
用
に
あ
た
っ
て
は
︑

同
社
で
は
業
界
未
経
験
者
を

重
視
し
て
い
る
︒
経
験
者
の

多
く
は
︑
こ
れ
ま
で
の
業
務

を
通
じ
て
そ
の
人
な
り
の
ク

セ
が
付
い
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
︑
新
し
い
こ
と
を

教
え
よ
う
と
し
て
も
な
か
な

か
身
に
付
か
な
い
︒
結
果
的

に
︑
会
社
の
や
り
方
に
合
わ

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
︒
同
社
で
は
中
高
年
層

の
未
経
験
者
の
採
用
が
比
較

的
多
く
︑
前
職
は
Ｉ
Ｔ
企
業

や
金
融
業
︑
パ
イ
ロ
ッ
ト
な

ど
実
に
多
彩
︒
未
経
験
者
の

中
に
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

を
軽
く
捉
え
が
ち
な
人
も
み

ら
れ
る
そ
う
だ
が
︑
業
界
が

果
た
す
べ
き
交
通
事
故
防
止

の
重
要
性
を
し
っ
か
り
説
く

と
彼
ら
も
そ
れ
に
気
付
き
︑

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
く
れ

る
と
い
う
︒

　

新
人
教
育
に
関
し
て
は
︑

ま
ず
先
輩
ド
ラ
イ
バ
ー
が
添

や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
発
生

し
に
く
い
運
行
計
画
の
立
案

が
可
能
と
な
っ
た
︒
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
も
︑
ど
う
い

う
状
態
で
自
分
が
眠
く
な
り

や
す
い
か
が
分
か
る
こ
と
で
︑

疲
れ
を
残
さ
な
い
よ
う
休
日

に
し
っ
か
り
休
息
を
取
る
な

ど
生
活
環
境
改
善
の
き
っ
か

け
に
も
な
る
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
レ
コ
は
車
外

と
運
転
席
を
同
時
に
撮
影
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
り
︑
事

故
が
発
生
し
た
際
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
行
動
が
記
録
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
運
転

中
の
様
子
を
撮
ら
れ
た
く
な

乗
し
︑
経
験
を
積
ま
せ
る
︒

そ
の
際
︑﹁
分
か
ら
な
い
時

は
自
分
で
判
断
せ
ず
に
︑
必

ず
聞
く
よ
う
に
﹂
と
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
︒
交
通
事
故
を
起

こ
し
て
し
ま
う
と
気
が
動
転

し
て
し
ま
い
︑
何
か
ら
手
を

付
け
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
︒﹁
思
わ
ぬ
事
態
が
起
こ
っ

た
時
に
は
︑
ま
ず
報
告
し
て

指
示
を
仰
ぐ
﹂
こ
と
の
大
切

さ
を
教
育
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

同
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
守

る
べ
き
事
柄
が
細
か
く
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
さ
れ
て
お
り
︑
指
差

呼
称
な
ど
安
全
確
認
の
徹
底

な
ど
が
図
ら
れ
て
い
る
︒

＊

　

同
社
で
は
︑
交
通
安
全
の

実
現
に
向
け
︑
積
極
的
に
投

資
を
行
い
︑
様
々
な
施
策
を

実
施
し
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
心
に
﹁
会
社
が
自
分
た
ち

を
精
い
っ
ぱ
い
守
っ
て
く
れ
て

い
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
た
そ
う

だ
が
︑
万
一
の
場
合
に
は
車

内
外
の
録
画
が
動
か
ぬ
証
拠

に
も
な
る
た
め
︑
個
々
に
面

談
を
行
っ
て
﹁
何
か
あ
っ
た

時
に
︑
自
分
自
身
や
会
社
を

守
っ
て
く
れ
る
た
め
の
も
の

だ
﹂
と
十
分
に
説
明
し
︑
納

得
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
面
談
な
ど
を
通

じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
︒

腹
を
割
っ
て
話
し
合
う
こ
と

で
生
ま
れ
る
会
社
と
従
業
員

と
の
厚
い
信
頼
感
が
︑
同
社

の
大
き
な
財
産
に
な
っ
て
い

る
︒

い
る
﹂
と
い
う
感
謝
の
気
持

ち
を
感
じ
さ
せ
る
︒
一
方
︑

公
共
の
資
産
で
あ
る
道
路
を

利
用
す
る
多
く
の
市
民
が
道

路
交
通
の
安
全
を
願
っ
て
い

る
︒
そ
う
し
た
会
社
や
世
間

の
期
待
に
精
い
っ
ぱ
い
応
え

た
い
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の

真
摯
な
思
い
が
︑
交
通
事
故

防
止
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
︒

（
取
材
協
力
）

㈱
ヒ
ル
ト　

中
谷
英
男
代
表

取
締
役
︑
天
野
貴
馨
統
括
部

長
︑
廣
田
充
康
次
長

企業プロフィール
■ 社　　　名	 ㈱ヒルト
■ 本社所在地	 神奈川県川崎市中原区下小田中3-3-18
■ 代 表 者 代表取締役 中谷英男
■ 設　　　立	 昭和29年2月
■ 資 本 金 	2,000万円
■ 社 員 数 	70人
■ 車 両 数 56台

第
４
回

中谷英男
代表取締役社長

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様
子
を

紹
介
し
て
い
ま
す
︒
今
回
は
︑﹁
安
全
の
確
保
は
輸
送

の
生
命
で
あ
る
﹂
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
︑
安
全
に
対

す
る
投
資
を
積
極
的
に
行
い
ハ
ー
ド
面
で
の
充
実
を
図

る
一
方
で
︑
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
社
員
教
育
に
活
用
し

て
効
果
を
最
大
限
に
高
め
て
い
る
㈱
ヒ
ル
ト
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
︒

運行中の疲労度合いなどのデータは集計されドライバーへの教育に活かされる

「スリープバスター」は運転席のシートに設けられたセンサーでドライバーの体調を測定。入
眠予兆現象発生時にはモニター㊤が警告する

管理温度の異なる荷物を輸送できる2室式コンテナを採用した同社のトラック

事故を誘発する「過労」や「焦り」を食い止める
安全への積極投資と充実した社員教育が両輪として機能
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危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

　高速道路のトンネルで事故が発生すれば、多重事故に
繋がり重大な被害をもたらしますから、次の事項をよく守
って慎重な運転を行う必要があります。
①高速でトンネルに入ると視力が急激に低下して、しばら
くの間前方の状況がよく見えないことがあります。また、
トンネルの手前で前車が減速することがありますから、
あらかじめトンネルの手前でスピードを落としておくと
ともに、前車との車間距離も十分にとっておきます。
②トンネルは暗いため、前方が渋滞していても、それに気
付くのが遅れやすくなります。トンネルに接近した時は、
「トンネル内で渋滞が発生しているかもしれない」と考
えて、情報板等でトンネルの交通状況を確認するととも
に、照明設備があるトンネルの場合でも、ヘッドライト
を点灯して、早めに前方の状況を把握するようにします。
③ラジオによる情報提供のあるトンネルでは、ラジオが聞
けるようにしておきます。また、トンネルの入口に信号
がある場合は、必ずそれに従います。
④車両通行帯のあるトンネルは追越禁止場所ではありま
せんが、トンネル内の追越しは危険を伴いますから避
けましょう。また、車線変更もできるだけ避けましょう。
⑤トンネルの入口と出口では天候が変わっていることが
あります。出口に接近した時は天候や道路状況によく
注意しましょう（図３）。また、トンネルの出入口は突風
が吹きやすいので、その点にも十分注意しましょう。

①トンネルの入口で前車が減速すると前車に追突する危
険があります。また、追突を避けようとして右側車線に
進路変更をすると、後続車と追突する危険があります
（図１）。
②トンネル内が渋滞していると、渋滞のために停止した
前車に追突する危険があります（図２）。

　あなたは高速道路のトンネルに接近し
ています。前方を乗用車が走行しています。
この場面にはどのような危険があります
か。また、危険を避けるためにはどのよう
な運転をすればよいでしょうか。考えてみ
ましょう。

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜歩行者保護編〜
 【解 答】２面に問題

❶ × （道交法第38条第3項）車両等は、
横断歩道等及びその手前30メートル以内
では、追越し及びその前方を進行している
他の車両等（軽車両を除く）の側方を通
過してその前方に出てはならない。

❷ × （道交法第71条第2号の3）児童、幼
児等の乗降のため停車している通学通園
バスの側方を通過するときは、徐行して安
全を確認すると定められており、一時停止
までは義務づけられていない。 

❸ ○ （道交法第38条の2）車両等は、交
差点又はその直近で横断歩道の設けられ

ていない場所において歩行者が道路を横
断しているときは、その歩行者の通行を妨
げてはならない。

❹ ○ （道交法第71条第３号）安全地帯
の側方を通過する場合において、当該安
全地帯に歩行者がいるときは徐行するこ
とと定められており、歩行者がいないとき
は徐行の義務はない。

❺ ○ （道交法第9条）警察署長の許可を
受けて、歩行者用道路を通行するときは、
特に歩行者に注意して徐行しなければな
らない。
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お
菓
子
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道
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ETC2.0 利用で大口・多頻度割引最大 50％、
購入支援・助成も

　平成２８年度の高速道路通行料金における大口・多頻度割引の最
大割引率５０％の継続については、ETC2.0 の搭載車が対象となっ
ている（NEXCOが経過措置を実施し、２８年４月から一定期間、従
来の ETC 搭載車も最大割引率５０％となる）。
　NEXCO3 社では、業務用車両を中心に１台当たり１万円（４５万
台を対象）の車載器の購入支援を行うほか、全ト協でも１台当たり
4,000 円（５０万台を対象）の購入に関する助成を実施することと
している。

４月１日から新料金体系へ 〜首都高などの首都圏高速道路料金

　首都圏の高速
道路料金につい
ては、圏央道を
含むその内側の
料金水準を、現
行の「高速自動
車国道の大都市
近郊区間」の水
準に統一。また、
車種区分につい
て、首都高速（現
行：２車種）、京
葉道路・千葉東
金道路・新湘南
バイパス（現行
：３車種）を全て

５車種区分に統一する。
　また、当面の措置としては、物流への影響や非ＥＴＣ車の負担増を
考慮し、首都高速等について上限料金を設定し、現在の料金水準が
低い第三京浜や横浜新道などの路線については、「高速自動車国道
の普通区間」を目安に料金水準を設定することとした。
　さらに、都心部の渋滞等の課題に対して、圏央道や外環道の利用
を促すために、ＥＴＣ車の場合、経路によらず起終点間の最短距離を
基本に料金を決定すること（都心経由の料金が高い場合は引き下げ
なし）とし、「起終点を基本とした継ぎ目のない料金」の実現を目指
す。

４月１日からナンバープレートの表示義務が明確化
道路運送車両法施行規則等の一部改正

　自動車登録番号標、車両番号標等（ナンバープレート）をカバー
などで覆うことを禁止するほか、一定の位置・方法において表示しな
ければならないことを内容とする「道路運送車両法及び自動車検査

独立行政法人法の一部を改正する法律」（平成２７年法律第４４号）
の規定が、４月１日から施行される。

準中型免許新設に伴い、運転者に対する指導監督指針を４月公布

　国土交通省は「事業用トラックの運転者に対する指導・監督指針」
（告示）を改正。４月の公布、来年の改正道路交通法の施行に合わ
せて施行される予定。同法により創設される「準中型免許」は、普
通免許の経験年数を問わずに総重量７．５トンのトラックが運転でき
ることなどから、同省は、全日本トラック協会と協調し、ソフトとハー
ドの両面から総合安全対策を実施することとしており、今改正はこの
一環。

厚労省、「青少年の雇用の促進等に関する法律」（若者雇用促進法）
施行、職業能力開発促進法を一部改正

　平成２８年４月１日から、「職業能力の開発・向上及び自立の支援」
として、国がニート等の青少年に対し、特性に応じた相談機会の提供、
職業生活における自立支援のための施設（地域若者サポートステー
ション）の整備等の必要な措置を講ずること、また、職業能力開発
促進法の一部改正に伴い、「職業能力の開発・向上の支援」として、
①キャリアコンサルタントの登録制の創設②対人サービス分野等を
対象にした技能検定制度の整備――が施行される。

労務関係の法改正等

①�女性活躍推進法による女性の採用比率や管理職比率などの数値目
標を盛り込んだ、事業主行動計画の策定・届け出・公表等の義務
が４月１日から施行される（ただし、従業員規模３００人以下の中
小企業は努力義務）。

②�障害者に対する雇用差別の禁止等を盛り込んだ「改正障害者雇用
促進法」が４月１日から施行される。

平成28年度

トラック運送業界の変更点とトピックス
平成２８年４月１日からトラック運送業界をとりまく環境が変わる。新年度からのトラック関係の変更事項・トピックスについてまとめた。

ここが変わります！

トピックス
トラック輸送における取引環境・労働時間改善協議会

長時間労働の改善等に向けたパイロット事業（実証実験）の実施

　平成２８・２９年度には、トラックドライバーの長時間労働等の改善
に向けたパイロット事業（実証実験）が実施される。
　地方協議会では、中央協議会で示した実態調査を通じて浮かび上
がってきた長時間労働の原因を考えるためのポイントと、パイロット
事業の着眼点等を参考に、各地方における実態調査結果（都道府県
別の集計分）やこれまでの議論、品目や地域特性を加味してパイロ
ット事業の内容を策定。２年間に全国で約１００事例をめどに実施する。

圏央道境古河 IC 〜つくば中央 IC 間開通

　都市圏環状道路については、平成２８年度内に、圏央道の境古河
インターチェンジ（ＩＣ）〜つくば中央ＩＣ（延長 28.4km）間が開通
予定で、神奈川県藤沢市から千葉県成田市までが、一本の環状道路
で接続されることになる。

伊勢志摩サミット等開催、テロ対策の徹底を

　伊勢志摩サミット開催により、首脳会議（三重県志摩市、５月２６

日・２７日）を筆頭に、全国各地で関係閣僚会合が開催される。
　トラック運送事業者におけるテロ対策としては、①営業所・車庫内
外の巡回②終業後のドアロックの徹底③荷送り人に覚えがないなど
不審な荷物である旨の連絡があった場合には、荷物に触れないよう
注意喚起するとともに、荷物の状態に応じ、速やかな引き取り、警
察への連絡等適切に対応する――などの徹底が求められている。

運行記録計装着義務化
 使用過程車への適用猶予期限まであと１年

　平成２６年１２月１日に「貨物自動車運送事業輸送安全規則（国
土交通省令）」が一部改正・公布されたことにより、従来から運行
記録計（タコグラフ）の装着が義務付けられていた車両総重量８ト
ン以上または最大積載量５トン以上の大型トラックに加え、２７年４
月以降に新車として新規登録される車両総重量７トン以上または最
大積載量４トン以上のトラックにおいても、運行記録計（タコグラフ）
の装着義務付けが拡大された。
　２９年４月１日からは、その他の使用過程車（車両総重量７トン以
上または最大積載量４トン以上）についても装着が義務化されるこ
とから、各事業者においては、２９年４月１日を迎える前の１年間＝
平成２８年度中に運行記録計の装着準備を進めることが求められる。
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作
物
の
出
来
を
占

う
花
で
し
た
が
︑
農
作
物
の
収
穫
高
と
密

接
な
結
び
つ
き
を
持
た
せ
祀
り
上
げ
て
い

た
特
別
な
花
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
貴

族
の
行
事
だ
っ
た
花
見
が
庶
民
の
間
で
一

斉
に
広
ま
っ
た
の
は
︑
徳
川
８
代
将
軍
吉

宗
公
が
江
戸
の
各
地
に
桜
を
植
樹
し
︑

花
見
を
奨
励
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
︒
江
戸
の
泰
平
を
願
い
︑

市
井
の
人
々
に
も
心
配
り
し
た
名
将
軍
と

言
わ
れ
る
所
以
で
す
︒
▼
現
代
の
花
見

は
︑
桜
を
愛
で
る
一
方
で
ス
ト
レ
ス
解
消

も
含
め
親
し
い
仲
間
と
︑
会
社
の
同
僚

と
︑
車
座
に
な
っ
て
の
酒
宴
が
主
流
に
な

り
ま
し
た
︒
道
路
の
左
右
に
敷
き
詰
め
ら

れ
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
上
に
並
べ
ら
れ
た

具
材
を
覗
き
見
る
と
︑
学
生
の
グ
ル
ー
プ

は
ス
ナ
ッ
ク
や
乾
き
物
︑
お
ば
さ
ま
達
は

根
菜
類
や
稲
荷
寿
司
︑
企
業
側
を
見
る

と
︑
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
の
み
だ
っ
た
り
︑
か

た
や
豪
華
寿
司
桶
に
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
だ

っ
た
り
と
業
績
の
善
し
悪
し
に
よ
り
悲
喜

こ
も
ご
も
で
す
︒
お
花
見
を
見
る
と
世
相

が
見
え
る
と
言
っ
た
川
柳
が
あ
り
ま
し
た

が
全
く
同
感
で
す
︒
し
か
し
︑
具
材
の
差

こ
そ
あ
れ
︑
一
時
で
も
心
の
底
か
ら
楽
し

め
る
時
間
を
気
の
置
け
な
い
仲
間
と
共
有

す
る
事
は
︑
得
が
た
い
想
い
出
の
一
ペ
ー

ジ
と
な
る
事
で
し
ょ
う
︒
▼
桜
の
花
言
葉

は
︑嘘
を
つ
か
な
い
正
直
な
心
を
指
す
﹁
精

神
の
美
﹂
と
人
々
の
心
を
虜
に
す
る
﹁
優

美
な
女
性
﹂
で
す
︒
染
井
吉
野
や
枝
垂

桜
︑
八
重
桜
や
山
桜
な
ど
︑
日
本
人
の

心
を
惹
き
付
け
て
や
ま
な
い
﹁
桜
﹂
の
満

開
と
と
も
に
４
月
上
旬
︑
新
し
い
年
度
に

入
っ
て
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
︒
▼
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
﹁
さ
ま
ざ

ま
の
こ
と
思
い
出
す
桜
か
な
﹂
は
︑
桜
を

眺
め
て
い
る
と
芭
蕉
が
商
家
へ
奉
公
し
て

い
た
昔
の
想
い
出
が
と
め
ど
な
く
蘇
っ
て

く
る
と
い
う
感
情
を
表
現
し
た
と
さ
れ
て

お
り
︑
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま

す
︒
▼
こ
の
時
期
に
一
斉
に
咲
き
乱
れ
る

桜
は
︑
人
々
の
背
中
を
力
強
く
押
し
て
く

れ
る
癒
し
の
花
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
︒
私

は
次
回
︑
枝
垂
桜
で
有
名
な
東
京
・
文

京
区
の
﹁
六
義
園
（
り
く
ぎ
え
ん
）﹂
に

行
っ
て
︑
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
幻
想
的
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
夜
桜
を
楽
し
む
と

同
時
に
パ
ワ
ー
を
貰
っ
て
来
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2016・4・1

こ
ち
ら
広
報
室
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※この一覧表は全日本トラック協会に対して情報をご提供いただいたメーカーを掲載しております。												（平成28年3月29日現在）

メーカー名 型　式 販売開始時期
（予定を含む）

業務
支援用 一	般	用 大口・多頻度

割引
（最大 50％）

（注2）

運行管理支援
サービス

特車
ゴールド

デジタル
タコグラフ
との連動GPS付

発話型
GPS付
発話型

カーナビ
連動型

スマホ
連動型

パナソニック
CY-ET5000GD 平成27年11月末 ○ ○ ○ ○ ×
CY-ET2000D 平成27年11月末 ○ ○ △（注3） × ×
CY-DSR140D 平成26年11月 ○（注1） ○ △（注1,3） × ×

デンソー

DIU-A010 平成28年1月 ○ ○ △（注3） × △（注4）
DIU-A011 平成28年3月 ○ ○ ○ ○ △（注4）
DIU-A050 平成24年11月 ○（注1） ○ △（注1,3） × ×
DIU-B040 平成26年11月 ○（注1） ○ △（注1,3） × ×

三菱電機
EP-E216SBG 平成28年4月5日 ○ ○ ○ ○ △（注4）
EP-E216SB 平成28年4月5日 ○ ○ △（注3） × △（注4）
EP-A015SB 平成27年10月 ○ ○ △（注3） × ×

矢崎エナジー
システム

ETC-YP200 平成28年3月21日 ○ ○ ○ ○ 矢崎製のみ
連動ETC-YD201 平成28年4月21日 ○ ○ ○ ○

古野電気
FNK-M100 平成28年4月1日 ○ ○ △（注3） × ×
FNK-M100BV 平成28年4月下旬 ○ ○ ○ ○ ×

パイオニア
ND-ETCS10 平成28年3月18日 ○ ○ △（注3） × ×
ND-DSRC3 平成27年5月下旬 ○（注1） ○ △（注1,3） × ×

（注１）平成２７年６月３０日以前にセットアップを行った車載器を利用している方は、ＥＴＣ2.0への再セットアップが必要となります。
（注２）高速道路の大口・多頻度割引の上限５０％への拡充は、ＥＴＣ2.0 搭載車については平成２９年３月末まで実施されます。
（注３）個人情報保護のため、起点・終点の半径約５００ｍの情報は収集されません。
（注４）デジタコとの連動は、メーカーや機種によって連動の可否があるので、ご利用のデジタコメーカーに確認してください。

《全ト協調査》メーカー別　ETC2.0車載器一覧表 

⑴	

混
雑
状
況
な
ど
に
応
じ
た

動
的
な
料
金
制
度
の
導
入

　

こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
に
お

い
て
収
集
可
能
な
情
報
は
︑

高
速
道
路
利
用
時
に
お
け
る

出
入
り
の
箇
所
や
交
通
量
︑

出
入
り
の
時
間
と
い
っ
た
情

報
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
︑

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
で
は
高
速
道

路
利
用
時
以
外
も
含
め
た
利

用
経
路
や
利
用
時
間
の
情
報

な
ど
︑
道
路
利
用
に
関
す
る

幅
広
い
情
報
の
収
集
が
可
能

と
な
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
こ
の
Ｅ

Ｔ
Ｃ
２
・
０
の
機
能
を
活
用

し
︑
道
路
の
混
雑
状
況
等
に

応
じ
た
動
的
な
料
金
制
度

を
︑
今
後
導
入
す
る
予
定
で

あ
る
︒
平
成
28
年
３
月
末
ま

で
︑
首
都
圏
の
高
速
道
路
の

料
金
体
系
に
つ
い
て
は
︑
整

備
の
経
緯
等
が
原
因
と
な

り
︑
同
一
の
起
終
点
で
あ
っ
て

も
圏
央
道
経
由
よ
り
首
都
高

経
由
の
方
が
料
金
が
安
く
な

る
な
ど
︑
経
路
に
よ
っ
て
差

異
が
生
じ
︑
こ
れ
に
よ
り
非

効
率
な
経
路
選
択
が
生
じ
て

い
た
︒

　

こ
れ
に
つ
い
て
︑
ま
ず
は

発
地
と
着
地
が
同
一
な
ら
ば

い
か
な
る
経
路
を
選
択
し
て

も
料
金
を
等
し
く
す
る
と
い

っ
た
︑
道
路
の
起
終
点
を
基

本
と
す
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
料

金
体
系
に
今
年
４
月
か
ら
移

行
し
て
お
り
︑
さ
ら
に
︑
都

心
が
混
雑
す
る
時
間
帯
に

は
︑
都
心
経
由
と
圏
央
道
経

由
で
料
金
差
を
設
け
る
な

ど
︑
道
路
の
混
雑
状
況
に
応

じ
て
料
金
を
切
り
替
え
る
と

い
っ
た
︑
動
的
な
料
金
制
度

を
今
後
導
入
す
る
予
定
で
あ

る
︒

　

な
お
︑
こ
れ
ら
の
料
金
制

度
は
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
の
活

用
に
よ
る
利
用
経
路
や
利
用

時
間
の
把
握
に
よ
り
初
め
て

可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
動
的
な
料
金

制
度
の
導
入
に
よ
り
︑
混
雑

時
の
交
通
を
迂
回
誘
導
さ
せ

る
こ
と
で
︑
中
央
環
状
品
川

線
の
開
通
後
に
都
心
の
交
通

量
が
５
％
減
少
︑
全
体
の
渋

滞
が
５
割
減
少
し
た
よ
う

な
︑
大
幅
な
渋
滞
削
減
効
果

が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
︒

　

な
お
︑
動
的
な
料
金
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
は
︑
大
都

市
圏
に
お
け
る
シ
ー
ム
レ
ス

な
料
金
制
度
を
検
証
し
た
上

で
︑
順
次
導
入
す
る
予
定
で

あ
る
︒

⑵	
災
害
・
事
故
時
等
の
一
般

道
路
へ
の一
時
退
出

　

災
害
・
事
故
時
︑
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
不
在
区
間
に
お

け
る
路
外
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
活
用
に
伴
う
︑
一
般

道
路
へ
の
一
時
退
出
に
関
す

る
以
下
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
︑
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

不
足
の
対
策
も
含
め
て
︑
28

年
度
よ
り
順
次
導
入
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
︒

［
災
害
・
事
故
時
］

　

現
在
︑
高
速
道
路
上
で
事

故
が
発
生
し
︑
事
故
を
避
け

る
た
め
に
一
般
道
路
へ
退
出

し
た
車
両
が
再
度
高
速
道
路

に
乗
り
直
す
場
合
︑
長
距
離

割
引
が
切
れ
て
し
ま
う
こ
と

や
︑
タ
ー
ミ
ナ
ル
チ
ャ
ー
ジ

の
再
支
払
い
が
生
じ
て
し
ま

う
状
況
に
あ
る
︒

　

今
後
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を

活
用
す
れ
ば
︑
事
故
の
箇
所

か
ら
数
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
手
前
で
の
退
出
・

数
Ｉ
Ｃ
後
の
再
進
入
を
行
っ

た
場
合
で
あ
っ
て
も
︑
高
速

道
路
を
降
り
ず
に
利
用
し
た

場
合
と
同
様
に
︑
長
距
離
割

引
を
継
続
さ
せ
る
等
の
措
置

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒

　

こ
れ
ま
で
の
物
流
分
野
に

お
い
て
は
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
は
料
金

支
払
い
の
た
め
の
手
段
で
し

か
な
か
っ
た
が
︑
今
後
は
Ｅ

Ｔ
Ｃ
２
・
０
で
収
集
し
た
利

用
経
路
・
利
用
時
間
等
の
デ

ー
タ
を
活
用
し
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
を
最
適
化
さ
せ
る
取

り
組
み
を
推
進
す
る
︒

⑴	

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
装
着
車
へ
の

特
車
通
行
許
可
の
簡
素
化

　

現
行
に
お
け
る
特
殊
車
両

の
通
行
許
可
制
度
に
お
い
て

は
︑
特
殊
車
両
は
申
請
し
た

個
々
の
輸
送
経
路
の
み
通
行

が
可
能
と
な
る
︒
よ
っ
て
特

殊
車
両
の
申
請
者
は
︑
経
路

ご
と
に
大
量
の
申
請
手
続
き

を
と
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
︑

加
え
て
︑
２
年
に
１
回
の
定

期
的
な
更
新
手
続
き
も
必
要

と
な
る
︒

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
の
装
着
車

に
つ
い
て
は
利
用
経
路
の
把

握
が
可
能
と
な
る
た
め
︑
国

﹇
路
外
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

活
用
﹈

　

高
速
道
路
上
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
撤
退
等
に
よ
り
︑

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
不
在

区
間
が
１
０
０
㌔
㍍
を
超
え

る
区
間
が
増
加
し
て
お
り
︑

こ
う
い
っ
た
区
間
に
お
い
て

は
︑
高
速
道
路
外
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

現
在
︑
路
外
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
を
利
用
す
る
た
め

に
高
速
道
路
を
一
時
退
出
す

る
場
合
︑
長
距
離
割
引
が
切

れ
て
し
ま
う
が
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２

・
０
を
活
用
す
れ
ば
︑
高
速

道
路
を
降
り
ず
に
利
用
し
た

場
合
と
同
様
に
︑
長
距
離
割

引
を
継
続
さ
せ
る
等
の
措
置

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒

が
指
定
す
る
大
型
車
誘
導
区

間
を
走
行
す
る
場
合
︑
輸
送

経
路
は
自
由
に
選
択
可
能
と

す
る
許
可
を
行
う
︒
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
︑
渋
滞

や
事
故
時
の
特
殊
車
両
の
迂

回
も
可
能
と
な
り
︑
輸
送
を

効
率
化
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
︒

　

併
せ
て
︑
申
請
通
り
に
通

行
し
て
い
る
車
両
に
つ
い
て

は
︑
２
年
後
の
更
新
時
の
更

新
手
続
き
を
自
動
化
す
る
︒

こ
れ
ら
の
簡
素
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
︑
今
年
１
月

か
ら
開
始
し
て
い
る
︒

⑴	

首
都
圏
の
新
た
な
高
速
道

路
料
金

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
の
首

都
圏
の
高
速
道
路
の
料
金
に

つ
い
て
は
︑
国
土
幹
線
道
路

部
会
の
中
間
答
申
を
踏
ま

え
︑
27
年
９
月
に
﹁
首
都
圏

の
新
た
な
高
速
道
路
料
金
に

関
す
る
具
体
方
針
（
案
）﹂

を
発
表
し
︑
そ
の
後
︑
高
速

道
路
会
社
に
お
い
て
︑
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募

⑵	

車
両
運
行
管
理
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
試
行

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
は
利
用
経

路
や
利
用
時
間
︑
加
減
速
デ

ー
タ
等
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

把
握
可
能
と
す
る
も
の
で
あ

り
︑
こ
れ
ら
の
情
報
を
物
流

事
業
者
に
お
い
て
も
活
用
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
れ
ば
︑

正
確
な
到
着
時
刻
を
予
測
す

る
こ
と
に
よ
る
荷
待
ち
時
間

の
短
縮
や
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
転

の
危
険
個
所
を
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
特
定
す
る
こ
と
に
よ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
確
保
と

い
っ
た
︑
生
産
性
の
向
上
に

繋
が
る
運
行
管
理
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
る
︒

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
活
用
し

た
運
行
管
理
支
援
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
︑
昨
年
11
月
よ

り
参
加
公
募
を
開
始
し
︑
今

年
２
月
よ
り
実
験
を
開
始
し

て
お
り
︑
荷
待
ち
時
間
の
短

縮
効
果
等
を
検
証
す
る
予
定

で
あ
る
︒

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
は
︑
こ
れ

ま
で
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
と
比
べ
て
︑

①
大
量
の
情
報
を
送
信
可
能

と
な
る
︑
②
Ｉ
Ｃ
の
出
入
り

情
報
だ
け
で
な
く
︑
経
路
情

報
の
把
握
が
可
能
と
な
る
︱

︱
な
ど
︑
格
段
と
進
化
し
た

機
能
を
有
し
て
お
り
︑
道
路

利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
︑
道
路

政
策
に
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
し
︑
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
︒
こ
の
た
め
︑
こ
れ
ら
の

普
及
促
進
へ
の
取
り
組
み
に

よ
り
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
の
普

及
促
進
を
図
っ
て
い
く
︒

集
）
を
踏
ま
え
た
詳
細
の
検

討
を
実
施
し
︑
国
に
よ
り
今

年
３
月
１
日
に
事
業
許
可
さ

れ
た
︒
今
回
の
首
都
圏
の
新

た
な
高
速
道
路
料
金
に
お
い

て
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
の
普
及

促
進
の
観
点
な
ど
か
ら
︑
Ｅ

Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
に
つ
い

て
は
︑
圏
央
道
利
用
分
を
約

２
割
引
す
る
と
と
も
に
︑
圏

央
道
を
大
口
・
多
頻
度
割
引

の
対
象
道
路
と
し
た
︒

速
道
路
利
用
の
多
い
車
に
配

慮
す
る
よ
う
︑
26
年
４
月
に

再
編
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
︑

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
両
を

対
象
に
︑
29
年
３
月
末
ま
で

50
％
に
拡
充
措
置
の
延
長
を

実
施
し
て
い
る
︒

⑶	

休
憩
施
設
等
へ
の
一
時
退
出

　

高
速
道
路
に
お
け
る
一
定

水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
た
め
︑
27
年
４
月
よ
り
︑

中
国
自
動
車
道
の
ガ
ソ
リ
ン

⑵
大
口
・
多
頻
度
割
引

　

高
速
道
路
の
料
金
割
引
に

つ
い
て
は
︑
物
流
対
策
な
ど

の
観
点
を
重
視
し
つ
つ
︑
高

ス
タ
ン
ド
を
活
用
し
た
給
油

サ
ー
ビ
ス
実
験
を
実
施
し
て

い
る
︒
こ
の
実
験
で
は
︑
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
利
用
す

る
た
め
に
高
速
道
路
を
一
時

退
出
し
た
場
合
に
︑
タ
ー
ミ

ナ
ル
チ
ャ
ー
ジ
の
再
徴
収
な

ど
を
行
わ
ず
︑
高
速
道
路
を

降
り
ず
に
利
用
し
た
料
金
の

ま
ま
と
し
て
い
る
︒

　

こ
の
実
験
も
踏
ま
え
︑
高

速
道
路
に
近
接
す
る
休
憩
施

設
等
（
道
の
駅
︑
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
等
）
を
活
用
し
︑

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
を
対

象
に
︑
一
時
退
出
を
可
能
と

す
る
実
験
を
28
年
度
か
ら
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
︒

⑷
車
載
器
購
入
支
援

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
に
よ
る

車
載
器
購
入
支
援
に
つ
い
て

は
︑
全
国
に
て
先
着
45
万
台

を
対
象
に
︑
１
台
当
た
り
１

万
円
の
購
入
助
成
を
実
施
す

る
︒
助
成
対
象
と
な
る
の
は
︑

Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー

ド
利
用
者
（
大
口
・
多
頻
度

割
引
対
象
者
）
で
︑
27
年
12

月
18
日
以
降
に
新
た
に
Ｅ
Ｔ

Ｃ
２
・
０
車
載
器
を
購
入

し
︑
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
・
取
り

付
け
を
し
た
方
で
あ
り
︑
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
か
ら
対
象
者

に
対
し
︑
28
年
６
月
以
降
を

め
ど
に
︑
順
次
書
面
に
て
案

内
が
さ
れ
る
︒
同
封
さ
れ
た

書
類
に
て
必
要
な
手
続
き
を

す
る
こ
と
で
助
成
が
受
け
ら

れ
る
︒

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
と
は
︑
全
国
の
高
速
道
路

上
に
設
置
さ
れ
た
約
１
６
０
０
か
所
の
通
信

ス
ポ
ッ
ト
と
走
行
車
両
が
双
方
向
で
情
報
通

信
を
行
う
こ
と
に
よ
り
︑
車
両
の
利
用
経

路
︑
速
度
︑
加
減
速
等
の
情
報
を
収
集
・

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
︑
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
と
連
携
し
た
広
域
的
な
渋
滞
情
報
の
提

供
や
︑
経
路
別
の
料
金
を
踏
ま
え
た
最
適

な
ル
ー
ト
選
択
を
可
能
と
す
る
な
ど
︑
道

路
を
よ
り
﹁
賢
く
使
う
﹂
た
め
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
可
能
と
す
る
新
た
な
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
︑
平
成
27
年
８
月
よ
り
本
格
的
に

車
載
器
の
販
売
が
開
始
さ
れ
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と

っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
や
新
た
に
可
能
と
な
る
道

路
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
活
用

し
た
道
路
を
賢
く
使
う
取
り
組
み
や
︑
ト
ラ

ッ
ク
向
け
車
載
器
の
購
入
支
援
な
ど
の
普
及

促
進
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
概
説
す

る
︒

《特別寄稿》
国土交通省
道　路　局

＜平成28年4月から実施＞＜平成28年度から実施＞

＜平成28年4月から実施＞

1 

事
故
と
渋
滞
を
減
ら
す
賢
い
料
金

2 

生
産
性
の
高
い
賢
い
物
流
管
理

3 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
の

普
及
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
活
用
し
た

道
路
を
賢
く
使
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
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自転車

歩行者

自転車

歩行者

（件）

追突
52.2％

死亡事故件数
330件

（平成26年）

時の死亡事故
右折

右・左折時には歩行者・自転車に注意!

車間距離確保と
制限速度遵守の徹底を！

追突事故防止には… 高速道路での事故防止には…

●追突事故と交差点事故（除く追突）別の死亡事故の起こりやすさ

約5倍
死
傷
事
故
千
件
当
た
り
の

死
亡
事
故
件
数（
平
成
26
年
）

健康管理と
漫然運転防止の徹底を！

交差点事故の防止

全日本トラック協会では、「①追突事故の防止」「②交差点事故の防止」を最重点推進項目として
安全運行の確保に積極的に取り組みます。

全体 高速道路

平成28年

追突事故の防止 車間距離・制限速度・健康管理がポイント！

時の死亡事故
7割が歩行者9割が自転車左折

6.2

10

10 10

1
3

0

32.1

交差点－対歩行者

死亡事故件数
330件

（平成26年）

交差点－対自転車

148件

45％

97件
29％

49件
15％

48件
14％ 27件

8％

交差点－対その他

その他

出典：（公財）交通事故総合分析センター

出典：（公財）交通事故総合分析センター

追突
58件
18％

人対車両 1.3％
車両単独 3.8％

その他（車両相互）
7.6％

進路変更時衝突
11.3％

追越・追抜時衝突
5.0％

追突
71.0％

正面衝突 1.3％

人対車両 6.3％
車両単独 1.2％その他（車両相互） 8.9％

右折時衝突 
5.1％

左折時衝突 
5.8％

すれ違い時衝突 
1.3％

進路変更時衝突
 4.3％

追越・追抜時衝突
 4.0％

出会い頭衝突
9.6％

2

1

春の全国交通安全運動
4月6日　 ～15日水 金 まで

事業用トラックが第1当事者となる
交差点での対歩行者・自転車の
死亡事故（97件）は
追突事故（58件）の　　 倍1.7

19

5
2 2

6

自転車
8件

歩行者
21件

自転車
26件

歩行者
4件

歩行者
4件

事業用貨物自動車の事故類型別死傷事故件数の構成率（平成26年）

事故件数
17,801件
（平成26年）

交差点では特に高齢者に注意しましょう！

事故件数
1,704件
（平成26年）


